
和太鼓で防火呼びかけ
　3月5日（木）、とよた保育園の園児が、
元気よく和太鼓を演奏しながら防火を呼
びかけました。（関連記事：29ページ）
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赤
磐
市
の
規
模
に

見
合
っ
た
適
正
な
予
算

　

平
成
二
十
一
年
度
予
算
が
三
月
定
例
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
総
額
は
、一
般
、特
別
、公
営
企

業
会
計
を
合
わ
せ
て
二
九
七
億
一
四
七
五
万

円
で
、対
前
年
度
比
三
・
六
㌫
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、安
定
的
な
財
源
確

保
は
、不
透
明
な
状
況
で
す
が
、ハ
ー
ド
事
業

も
一
段
落
し
て
お
り
、継
続
事
業
も
順
調
に

進
行
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
し
て
、最
小
規
模
の
予
算
と
な
り
ま

し
た
が
、行
財
政
改
革
審
議
会
の
提
言
を
尊

重
し
、市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
事
業
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

赤
磐
市
の
規
模
に
見
合
っ
た
適
正
な
予
算
に

近
づ
き
、財
政
基
盤
を
強
化
す
る
内
容
の
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
目
指
し
た
予
算

　　

本
市
の
誕
生
か
ら
五
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。合
併
以
来
基
本
計
画
に
基
づ
き
、合
併

特
例
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、行
財
政
改
革
審
議
会
の
提
言
に
沿

い
、人
件
費
の
削
減
や
事
務
の
効
率
化
に
取

り
組
み
、事
務
事
業
の
徹
底
し
た
点
検
、選

択
と
集
中
を
行
い
、国
・
県
、民
間
、市
民
な

ど
の
役
割
分
担
を
勘
案
し
、地
域
間
格
差
を

是
正
す
べ
く
、適
切
な
見
直
し
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

電
波
遮
へ
い（
地
デ
ジ
）対
策
事
業
、ま
ち
づ

く
り
推
進
プ
ラ
ン（
都
市
計
画
見
直
し
関

係
）、備
前
広
域
環
境
施
設
組
合
分
担
金
、

市
民
バ
ス
運
行
路
線
拡
充
、乳
幼
児
医
療
費

支
給
対
象
の
小
学
校
六
年
生
ま
で
拡
大
、市

民
を
守
る
消
防
ポ
ン
プ
車
の
購
入
、幼
稚
園

の
建
設
設
計（
山
陽
地
域
）、教
育
用
パ
ソ
コ

ン
の
整
備
、学
校
施
設
耐
震
化
な
ど
教
育
環

境
の
整
備
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、少
子
化

対
策
な
ど
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
振
興
基
金
に
三
億
円（
今
年

度
二
十
億
円
達
成
）を
積
み
立
て
し
、財
政

基
盤
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

会 計 名 予算規模
（万円）

一般会計 1,670,297

特別会計 1,102,724

国民健康保険特別会計 421,010

後期高齢者医療特別会計 40,323

老 人 保 健 特 別 会 計 3,499

介 護 保 険 特 別 会 計 320,050

簡 易 水 道 特 別 会 計 20,420

下 水 道 事 業 特 別 会 計 286,130

宅地等開発事業特別会計 4,290

竜 天オートキャンプ 場
特 別 会 計 1,500

土 地 取 得 特 別 会 計 1,881

財 産 区 特 別 会 計 3,621

公 営 企 業 会 計 198,454

水 道 事 業 会 計 117,571

赤磐市民病院事業会計 80,883

合 計 2,971,475

 

用
語
解
説

●
一
般
会
計

　

住
民
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
福
祉
、

教
育
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
事
業
を
行
う

中
心
的
な
会
計
で
す
。

●
特
別
会
計

　

特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
い
、一
般

会
計
と
は
別
に
経
理
す
る
会
計
で
す
。国

民
健
康
保
険
、老
人
保
健
、介
護
保
険
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
企
業
会
計

　

利
益
を
受
け
る
人
の
負
担
で
経
営
を
ま
か

な
う
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
会
計
で

す
。水
道
事
業
会
計
、病
院
事
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。

●
地
方
交
付
税

　

国
が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
地
方
自

治
体
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

●
国
庫
支
出
金・県
支
出
金

　

市
が
事
業
を
す
る
際
に
国
や
県
か
ら
受

け
る
負
担
金
、補
助
金
、委
託
金
で
す
。

●
繰
入
金

　

主
に
市
の
積
立
金（
基
金
）を
取
り
崩
し

て
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

●
市　

債

　

地
方
自
治
体
が
行
う
借
金
で
す
。こ
の
借

金
の
元
利
償
還
金
を
公
債
費
と
い
い
ま

す
。

●
自
主
財
源

　

地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
の
こ
と
で
す
。

●
依
存
財
源

　

国
県
の
意
思
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交

付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る

収
入
財
源
を
い
い
ま
す
。

● 会 計 別 予 算 規 模 ●
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主要事業名等 事業費（万円）

総務費

公聴広報事業 2,337 

市民バス運行事業 2,946 

衆議院議員選挙 2,748 

地域振興基金積立 30,000 

民生費

老人保護措置事業 3,082 

介護予防・生活支援事業（配食サービスほか） 815 

障害者支援事業 5,224 

心身障害者医療費 7,723 

コミュニティ施設整備（地区集会所等補助金ほか） 869 

行政推進事業 5,007 

防犯対策事業 1,921 

交通安全対策事業 226 

児童手当 33,408 

児童福祉施設運営ほか（保育園運営ほか） 110,555 

生活保護費 31,970 

衛生費

母子保健事業（妊婦・乳児健診ほか） 2,164 

健康増進事業（がん検診、特定健診ほか） 5,049 

予防事業（予防接種ほか） 5,695 

乳幼児医療費事業 13,679 

①市民バスの充実を図りま
す。②妊婦・乳児健診などの
母子保健事業の充実を図りま
す。③選挙の開票事務の様子。

平成21年度 一般会計予算の主な事業

①②

③
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主要事業名等 事業費（万円）

農林水産業費

中山間地域対策事業 8,348 

小規模土地改良事業（水路・農道改良ほか） 12,245 

小規模ため池補強事業 22,800 

ほ場整備事業 21,687 

治山林道整備事業 5,564 

松くい虫等防除事業 2,734 

商工費
商工振興対策事業（商工会補助ほか） 2,169 

観光事業（観光協会補助、観光施設管理ほか） 3,474 

土木費

道路維持管理事業（市道維持補修ほか） 8,703 

道路新設改良事業（五日市西中線、井尻西山団地線、
多賀今井線ほか）

42,973 

まちづくり推進プラン作成事業 2,000 

消防費

消防施設費（消防ポンプ自動車購入） 3,783 

消防団 7,377 

各地区消防施設整備 4,091 

教育費

適応指導教室運営事業 801 

学校施設耐震補強事業 3,504 

外国青年招致事業（外国語指導助手） 2,344 

学校情報機器管理事業（情報機器整備ほか） 2,908 

文化財保護事業（備前国分寺跡保存整備事業ほか） 2,664 

公債費 元利償還金 244,247 

①着々と工事が進む五日市
西中線②自分たちのまちを
守るため訓練を行う消防団
員③耐震補強工事が予定さ
れている山陽東小学校④平
成23年度から小学校で外国
語活動が必須となります⑤
調査が進む備前国分寺跡

①③

②④

⑤



広報あかいわ（平成21年4月号） 6

■
一
体
感
と
和
の
あ
る

　
市
民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

◦「
協
働
推
進
室
」を
窓
口
と
し
て
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
、各
区
長
・
町
内
会
長

と
市
職
員
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
推
進
。

市
民
の
声
を
聴
く
公
聴
事
業

◦
市
民
提
案
制
度「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」

の
活
用
と「
市
長
室
で
い
き
い
き
ト
ー
キ

ン
グ
」、「
巡
回
市
長
対
話
室
」な
ど
を
開

催
し
、市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
。

積
極
的
に
情
報
を
提
供

◦
広
報
あ
か
い
わ
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
、市
民
へ
的
確
で
わ
か
り
や
す
く
情

報
を
提
供
。

人
権
教
育・啓
発
活
動
の
充
実

◦
学
校
教
育
、社
会
教
育
の
中
で
人
権
教
育

の
充
実
。

■
自
然
と
共
生
し
た

　
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

備
前
広
域
ご
み
処
理
施
設
完
成
を
目
指
す

◦
ご
み
の
減
量
化
と
備
前
地
域
三
市
一
町

で
ご
み
ミ
処
理
の
広
域
化
を
推
進
。平
成

二
十
五
年
度
ま
で
に
備
前
広
域
ご
み
処

理
施
設
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

利
用
し
や
す
い
地
域
交
通
、市
民
バ
ス
運
行

◦
公
共
バ
ス
路
線
の
廃
止
や
減
少
が
進
む

中
、自
前
の
交
通
手
段
を
持
た
な
い
市
民

か
ら
の
要
望
に
応
え
市
民
バ
ス
を
運
行
。

利
用
し
や
す
い
地
域
公
共
交
通
を
目
指

し
二
十
一
年
度
は
市
内
十
四
路
線
に
加

え
、新
設
し
た
北
佐
古
田
線
の
試
行
運
行

を
実
施
。

東
の
玄
関
口
、熊
山
駅
前
周
辺
整
備
計
画

◦
赤
磐
市
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
、熊
山
駅

前
周
辺
整
備
を
促
進
す
る
た
め
熊
山
駅

前
周
辺
整
備
計
画
書
の
策
定
を
継
続
。

赤磐市の東の玄関
口熊山駅▶

利用しやすい地域
公共交通を目指す
市民バス▼

◀▲
「広報あかいわ」や
赤磐市ホームページで
情報提供を行います

平
成
　
年
度
予
算
か
ら
見
る

　 
赤
磐
市
の
ま
ち
づ
く
り
の 

行
方

21



▲交通マナー向上のため啓発活動を強化します▲子どもたちの安心・安全のため交通安全・防犯対策を強化します

▲着々と工事が進められる美作岡山道路▲快適なまちづくりに向け、進められる下水道整備工事
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消
防
力
の
強
化

◦
災
害
の
複
雑
多
様
化
、救
急
業
務
の
高
度

化
な
ど
、多
様
化
す
る
消
防
需
要
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
消
防
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、昨
年
に
引
き
続
き「
１
１
９
番
」通
報

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
を
促
進
。

交
通
安
全・防
犯
対
策

◦
交
通
安
全
重
点
活
動
の
充
実
に
努
め
、子

ど
も
と
高
齢
者
へ
の
啓
発
活
動
を
強
化
、

交
通
事
故「
ゼ
ロ
」の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
。車
上
ね
ら
い
や
自
転
車
、オ
ー
ト
バ
イ

の
盗
難
事
件
が
数
多
く
発
生
し
て
い
る
た

め
、地
域
住
民
組
織
や
警
察
署
な
ど
と
の

連
携
を
強
化
。

広
域
交
通
網
の
整
備

◦
美
作
岡
山
道
路
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、現
在
工
事
中
の
吉
井
～
佐
伯
間
が
ト

ン
ネ
ル
部
分
を
除
き
約
八
十
㌫
完
成
。熊

山
～
瀬
戸
間
は
、弥
上
地
内
の
高
架
橋
の

橋
脚
お
よ
び
ト
ン
ネ
ル
へ
の
進
入
路
に
着

手
。

市
道
の
整
備

◦
五
日
市
西
中
線
の「
砂
川
橋
梁
工
事
」、市

道
井
尻
西
山
団
地
の「
一
の
部
川
橋
梁
工

事
」の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

下
水
道
整
備
事
業
の
推
進

◦
吉
井
地
域
は
、仁
堀
中
舗
装
復
旧
工
事
で

事
業
完
了
。熊
山
地
域
は
、弥
上
地
区
・

酌
田
地
区
お
よ
び
熊
山
工
業
団
地
の
管

渠
埋
設
工
事
を
引
き
続
き
実
施
。山
陽
地

域
は
引
き
続
い
て
、桜
が
丘
西
第
三
汚
水

幹
線
工
事
、河
本
、中
島
、高
屋
、沼
田
、

岩
田
、上
市
地
区
の
管
渠
埋
設
工
事
を
施

工
。

上
水
道
整
備
事
業
の
推
進

◦
山
陽
地
域
、熊
山
地
域
で
下
水
道
整
備
に

関
す
る
水
道
管
支
障
移
転
工
事
を
実
施
。

配
水
管
改
良
工
事
は
、穂
崎
地
区
、塩
木

地
区
、市
道
改
良
工
事
関
連
で
五
日
市
地

区
、県
道
改
良
工
事
関
連
と
し
て
酌
田
地

区
、滝
山
地
区
で
実
施
。老
朽
化
し
た
ポ

ン
プ
の
更
新
工
事
を
山
手
地
区
、由
津
里

地
区
で
着
手
。

■
健
康
で
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

少
子
化
対
策・子
育
て
支
援

◦
少
子
化
対
策
の
子
育
て
支
援
と
し
て
、乳

幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
年
齢
を
小
学

六
年
生
ま
で
に
拡
大
。

◦
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境

を
作
る
た
め
、保
育
所
の
保
育
内
容
の
充

実
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
支
援
を
強
化

し
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
充
実
。



▲社会参加と自立を目指し作業をする通所者▲昨年行われた「健康まつり」にはたくさんの人が来場し、自分の健康状態をチェック

▲桃、ぶどう振興のため、地域ブランド化に向けて取り組みます▲農業集落の機能低下に歯止めをかけ、農村地域の活性化を図ります
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高
齢
者
福
祉
の
充
実

◦
高
齢
者
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
、福
祉

タ
ク
シ
ー
、配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用

促
進
、緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
、災

害
時
要
援
護
者
対
策
事
業
の
取
り
組
み

を
強
化
。高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や

家
庭
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
技
術
や
知
識
を
習
得
で

き
る
助
成
制
度
を
継
続
。

障
害
者
福
祉
の
充
実

◦
障
害
者
が
地
域
で
い
き
い
き
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、昨
年
度
策
定
し
た
障
害

福
祉
計
画
に
基
づ
き
、地
域
生
活
支
援
事

業
の
充
実
や
、心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

図
り
、障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
促
進

を
支
援
。

疾
病
早
期
発
見・予
防

◦
予
防
重
視
の
健
康
社
会
づ
く
り
を
基
本

に
、集
団
健
診
、個
別
健
診
を
強
力
に
推

進
し
、さ
ら
な
る
受
診
率
の
向
上
を
図

り
、健
康
な
生
活
習
慣
づ
く
り
、疾
病
の

早
期
発
見
、早
期
予
防
の
推
進
。

介
護
保
険
制
度
の
充
実

◦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図

り
、介
護
予
防
事
業
の
推
進
や
情
報
提
供

の
充
実
、高
齢
者
の
総
合
相
談
・
権
利
擁

護
・
認
知
症
ケ
ア
の
充
実
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。地
域
で
の
支
え
合
い
や
助
け
合

い
に
よ
る
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
推
進
。

■
産
業
振
興
に
よ
る
魅
力
と

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

農
産
物
の
振
興
対
策・地
産
地
消
普
及

◦
桃
、ぶ
ど
う
の
振
興
の
た
め
に
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
へ
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。地
域

で
取
れ
た
農
産
物
を
学
校
給
食
に
取
り

入
れ
る
な
ど
地
産
地
消
の
普
及
拡
大
。

集
落
営
農
の
推
進・認
定
農
業
者
の
育
成

◦
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
る
と
と
も
に

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
の

事
業
導
入
に
よ
り
農
業
集
落
の
機
能
低

下
に
歯
止
め
を
か
け
、農
村
環
境
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

林
業
振
興・有
害
鳥
獣
対
策

◦
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
維
持
し
、森

林
資
源
の
保
全
と
有
効
活
用
、防
護
柵
の

設
置
、捕
獲
駆
除
な
ど
被
害
防
止
。

商
工
業
の
振
興

◦
赤
磐
商
工
会
と
連
携
し
、小
規
模
事
業
者

の
経
営
や
技
術
指
導
、運
転
資
金
や
設
備

資
金
の
融
資
を
支
援
。

企
業
立
地
の
促
進

◦
昨
年
度
は
、四
企
業
と
立
地
協
定
を
締

結
。引
き
続
き
、市
内
の
遊
休
地
な
ど
を



▶
市
行
財
政
改
革
審
議
会
か
ら
提
言
を
受
け
る
市
長

▲昨年行われ好評だった
「赤磐市探訪バスツアー」
◀生涯学習の拠点となって
いる中央図書館
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調
査
し
、優
遇
施
策
の
、企
業
立
地
奨
励

金
や
固
定
資
産
税
五
年
間
の
課
税
免
除

制
度
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、企
業
誘
致

を
促
進
し
、雇
用
機
会
の
拡
大
お
よ
び
産

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

観
光
情
報
の
発
信

◦
昨
年
五
月
に
設
立
し
た
赤
磐
市
観
光
協

会
を
中
心
に
、観
光
事
業
の
振
興
、観
光

資
源
の
Ｐ
Ｒ
、特
産
品
の
紹
介
や
販
路
拡

大
を
通
じ
て
、市
全
体
の
観
光
情
報
を
全

国
へ
発
信
。

■
心
豊
か
で
生
き
が
い
の

　
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

学
校
施
設
の
耐
震
化

◦
児
童
生
徒
の
安
全
と
災
害
時
の
市
民
の

避
難
場
所
と
し
て
整
備
を
進
め
、平
成

二
十
一
年
度
に
は
体
育
館
の
耐
震
工
事
を

完
了
。新
た
に
校
舎
の
耐
震
化
対
策
に
着

手
。

幼
稚
園・学
校
教
育
の
充
実

◦
市
立
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
教
育
環

境
整
備
審
議
会
で
学
校
の
適
正
規
模
・
配

置
な
ど
に
関
す
る
審
議
を
進
め
赤
磐
市

に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
の
創
出
を
目
指

し
、新
し
い
学
校
づ
く
り
を
推
進
。

　
「
ひ
か
り
幼
稚
園
」で
三
歳
児
教
育
を
実

施
。「
高
月
幼
稚
園
」を
休
園
。

生
涯
学
習
の
拠
点
、新
中
央
図
書
館

◦
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
読
書
活
動
の

推
進
施
策
を
充
実
さ
せ
、市
民
の
生
涯
学

習
意
欲
の
喚
起
を
図
り
ま
す
。　

青
少
年
健
全
育
成・家
庭
教
育
の
推
進

◦
す
べ
て
の
市
民
が
協
働
し
て
、「
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」と
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
青
少
年
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
施
策
を
充
実
。

　

家
庭
は
教
育
の
原
点
と
位
置
づ
け
、市
民

ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
推
進
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

◦
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
日
常
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
と
体
の

健
康
・
体
力
増
進
を
図
る
た
め
に「
ス
ポ

ー
ツ
振
興
計
画
」の
策
定
に
着
手
。　

文
化
財
の
保
護
保
存

◦
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
市
民
文
化
の
創
造
の

推
進
と
国
指
定
史
跡
、文
化
財
の
保
護
保

存
を
推
進
。

■
財
政
基
盤
の
安
定
し
た

　
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
を
推
進

◦
安
全
と
安
心
、そ
し
て
子
ど
も
や
お
年

寄
り
な
ど
の
弱
者
に
は
細
心
の
配
慮
を

行
い
、事
業
に
は
徹
底
し
て
選
択
と
集
中

を
繰
り
返
し
、特
に
投
資
的
な
経
費
に

つ
い
て
は
、余
剰
財
源
の
範
囲
と
し
て
、

十
八
億
の
削
減
だ
け
で
な
く
、徹
底
し

た
、財
政
構
造
の
改
革
を
実
行
。平
成

十
九
年
に
五
億
、平
成
二
十
年
に
五
億
と

基
金
繰
入
を
減
ら
し
、提
言
の
最
終
年
の

平
成
二
十
一
年
度
決
算
で
は
基
金
繰
入

ゼ
ロ
を
実
現
予
定
。平
成
二
十
一
年
度
は

「
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
運
営
の

実
施
」と「
公
の
施
設
の
見
直
し
」を
重
点

目
標
に
取
り
組
む
一
方
、赤
磐
市
の
持
続

的
発
展
を
支
え
る
第
二
次
行
財
政
改
革

大
綱
の
策
定
に
着
手
。



市 政 だ よ り

　

平
成
二
十
七
年
度
を
目
標
年
度
と

し
て
策
定
し
た「
赤
磐
市
総
合
計
画
基

本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年

度
ま
で
の
三
年
間
に
実
施
を
予
定
す
る

施
策・事
業
を
計
画
的
に
推
進
し
、健
全

な
行
財
政
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
総
合
計
画
の
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
施
計
画
は
、基
本
計
画
に
示

し
た
主
要
施
策
に
基
づ
き
、具
体
的
に

実
施
す
る
事
業
を
定
め
、事
業
の
優
先

順
位
や
具
体
的
な
事
業
内
容
な
ど
を

示
す
こ
と
で
予
算
編
成
の
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、地
方
交
付
税
の
減
少
、国
や

県
の
補
助
金
の
縮
減
、さ
ら
に
は
景
気
の

低
迷
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
な
ど
も

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、本
市
は
以
前

に
も
増
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ

て
お
り
、本
市
の
持
続
的
発
展
を
支
え

る
た
め
に
は
、行
財
政
改
革
の
断
行
が

最
優
先
か
つ
最
重
要
の
課
題

と
な
って
い
ま
す
。

　

赤
磐
市
行
財
政
改
革
審

議
会
か
ら
は
、基
金
に
依
存
し

な
い
財
政
運
営
を
行
な
う
た

め
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
徹
底
し

た
事
業
の
見
直
し
や
公
の
施
設

の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
的
な

取
り
組
み
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
四

度
に
わ
た
り
提
言
を
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
、本
市
で
は
こ
の
提
言
を
踏
ま

え
、基
金
に
依
存
し
な
い
財
政
体
質
の

早
期
実
現
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、こ
の
計
画

に
掲
載
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
も
、常
に

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、こ
の
計
画
上
の
事
業
お

よ
び
そ
の
事
業
費
な
ど
は
確
定
し
た
も

の
で
は
な
く
、今
後
の
財
政
状
況
に
よ

り
見
直
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、実
施
計
画
の

実
現
お
よ
び
行
財
政
改
革
へ
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
企
画
課

　

☎（
９
５
５
）２
６
９
２

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
の
三
年
間
に
実
施
を
予
定
す
る
施
策
・
事
業

赤
磐
市
総
合
計
画
実
施
計
画
を
策
定

総合計画の基本目標ごとの事業費（平成21年度～23年度の3年間）

　①一体感と和のある市民参画のまちづくり（市民活動） 284,513 千円
　②自然と共生した快適で安全なまちづくり（生活環境） 7,759,235 千円
　③健康で安心して暮らせるまちづくり（保健・医療・福祉） 10,809,229 千円
　④産業振興による魅力と活力のあるまちづくり（産業振興） 1,237,485 千円
　⑤心豊かで生きがいのもてるまちづくり（教育・文化） 1,827,980 千円
　⑥財政基盤の安定したまちづくり（行財政） 317,258 千円

合　計 22,235,700 千円
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nformation
　

二
月
八
日
執
行
の
赤
磐
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
は
、無
投
票
で
二
十
五
人

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

■
当
選
者
名〈
敬
称
略
〉

【
第
一
選
挙
区
】

　

◦
山
本　

雅
堂
（
和　
　

田
）

　

◦
阿
部　

克
己
（
岩　
　

田
）

　

◦
遠
藤　

榮
一
（
立　
　

川
）

　

◦
津
島　

信
義
（
中　
　

島
）

　

◦
青
井　

浩
三
（
高　
　

屋
）

　

◦
中
永　

和
秀
（
五
日
市
）

　

◦
砂
川　

秀
樹
（
西　
　

中
）

　

◦
國
安　
　

清
（
上
仁
保
）

【
第
二
選
挙
区
】

　

◦
重
松　
　

積
（
東
窪
田
）

　

◦
小
坂　

一
夫
（
山　
　

口
）

　

◦
政
田　

和
男
（
西
軽
部
）

　

◦
時
本　

葊
志
（
北
佐
古
田
）

　

◦
松
田　
　

眞
（
惣　
　

分
）

【
第
三
選
挙
区
】

　

◦
野
波　

英
雄
（
稗　
　

田
）

　

◦
村
西　

徹
夫
（
野　
　

間
）

　

◦
津
田　

富
生
（
沢　
　

原
）

　

◦
森
定　

溫
知
（　

岡　

）

　

◦
藤
田　

德
明
（
円
光
寺
）

　

◦
延
原　

清
士
（
小
瀬
木
）

【
第
四
選
挙
区
】

　

◦
下
山　

仁
司
（
草　
　

生
）

　

◦
小
川　

葊
久
（
滝　
　

山
）

　

◦
岡
本　

忠
司
（
黒　
　

本
）

　

◦
岡
田　

弘
志
（
八
島
田
）

　

◦
森
末　

楯
城
（
戸
津
野
）

　

◦
景
山　

俊
之
（
小　
　

鎌
）

　

ま
た
、赤
磐
市
議
会
と
岡
山
東
農
協

か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、五
人
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

【
赤
磐
市
議
会
推
薦
】

　

◦
藤
原　

克
己
（
沼　
　

田
）

　

◦
藤
原　

孟
浩
（
小　
　

原
）

　

◦
武
本　

覚
之
（
奥
吉
原
）

　

◦
岡
森　

裕
幸
（
周　
　

匝
）

【
岡
山
東
農
協
推
薦
】

　

◦
小
林　

喜
孝
（
佐　
　

古
）

　

赤
磐
市
農
業
委
員
会
は
以
上
の

三
十
人
で
構
成
さ
れ
、今
後
三
年
間
に

わ
た
っ
て
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
利
用

関
係
の
調
整
や
赤
磐
市
の
農
業
振
興
に

従
事
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
産
業
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）６
１
７
５
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「
赤
磐
市
行
財
政
改
革
審
議
会
」

委
員
を
公
募

新
し
い
赤
磐
市
農
業
委
員
会

委
員
が
決
定

　

赤
磐
市
の
行
財
政
改
革
の
方
針
の
策

定
、推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議

す
る
行
財
政
改
革
審
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

二
人

■
任　
　

期　

三
年

■
応
募
資
格

　

赤
磐
市
内
に
お
住
ま
い
の
二
十
歳
以

上
で
、平
日
の
日
中
に
開
か
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
人

■
応
募
方
法

　

本
庁
行
政
改
革
推
進
室
ま
た
は
各

支
所
市
民
生
活
課
総
務
係
に
備
え
付

け
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
、行
政

改
革
に
関
す
る
考
え
な
ど
を
記
入
。直

接
お
持
ち
に
な
る
か
、郵
送
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
応
募
申
込
書
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）。

■
締
め
切
り

　

四
月
二
十
日（
月
）必
着

■
問
い
合
わ
せ・応
募
先

　

〒
７
０
９-

０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
三
四
四

　

赤
磐
市
企
画
財
政
部

　

行
政
改
革
推
進
室

　

☎（
９
５
５
）１
７
４
５
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★ドキドキ講座『自然観察』
　自然大好き人間集まれ。赤磐市内に生息する動植物
について観察してみよう。
■日　時　4月25日（土） 8：30〜12：00〈雨天中止〉
■場　所　熊山山頂（赤磐市奥吉原）
■定　員　30人　　■対　象　なし
■参加費　無料　　■申込期間　4月6日（月）～

★熊山山頂ハイキング
　熊山山頂では「熊山神社の春の大祭」が開催されてい
ます。
■日　時　4月19日（日）　8：45分集合、9：00出発
　　　　　※少雨決行
■集合場所　熊山橋下（くまやま水辺の楽校）

★男の料理教室
　男性の皆さん、料理作りに挑戦してみませんか！
■日　時　5月16日（土）・7月11日（土）・9月12日（土）
　　　　　10：00～13：00
■講　師　遠藤　敏子
■対　象　一般男性
■定　員　15人
■参加費　1500円（３回分）
■申込期間　4月6日（月）～

★布織り教室
　綿の種を栽培して、布を織ろう。
■日　時
　①実際に綿の種子を植えるよ
　　5月2日（土）　9：00～12：00
　②刈り取りから布織りまで
　　11月7日（土）　9：00～17：00
　　（昼食はみんなで作ろう）
■場　所　西山公民館・畑
■講　師　手労研岡山支部の先生
■対　象　小学生4年生～成人（2回とも参加可能の人）
■定　員　15人　　■参加費　1回200円
■申込期間　4月8日（水）～

〝学びたい あ・な・た〟のご参加お待ちしています！ 
開催日程は募集時に広報でお知らせします。

★中央公民館　　　　
○夏休み工作教室（アイデア工作に挑戦してみよう）
○浴衣着付け講座（ひとりで浴衣を着付けて、着物美

人の仲間入りをしよう）　
○親子でピザを作ろう（親子で、身近な食材を使って

ピザ作りを楽しもう）　
○色鉛筆で描くはがき絵（誰でも親しめ、楽しみなが

ら描くことができる色鉛筆のはがき絵で、友人たち
にお便りを出してみませんか）

○フラワーアレンジ　○家庭犬マナーアップ講座
○さわやかセミナー　○ハーブ講座
○なかよしひろば　○文化講演会
○パソコン教室
○こども映画会
○ふれあい自然体験教室

★高月公民館　　
○夏休み手作りパンを作ろう（手ごねパンを友達と作

り食べよう）
○民話をきく会（立石憲利さんの民話を聞こう）　
○マジック入門（簡単なマジックを習い、家庭、職場で

活かそう）　
○夏休み子ども囲碁・将棋教室　○子供のひろば
○赤磐史跡めぐり　○おいしいパンを作ろう
○そば打ち教室

★山陽公民館　
○子どもの料理教室（料理に挑戦しよう）
○夏休み子ども絵画教室（絵を描いて楽しもう）
○ヘルシークッキング（野菜を中心に美しさを引き出

す料理を学ぼう）　　
○ドキドキ自然観察　○思い出を歌う集い
○50歳からの男性の料理教室
○楽しいスケッチ画教室
○天然酵母を使ってパンを作ろう

★講座の受け付けは、各館とも
　午前9：00からで、すべて先着順です。

熊山公民館主催講座平成21年度公民館の主催講座です！

高月公民館主催講座

西山公民館主催講座

熊山公民館豊田分館主催講座
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●中央公民館（下市337 ☎955-0069）　　　　　●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）
●熊山公民館（松木623 ☎995-1360）　　　　　●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）
●高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）　●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）
●山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）　　　　●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）

★西山公民館　　　　
○子どもの広場（お話、レクリエーション、紙工作の楽

しい集まりです）
○自然観察（森林公園での自然観察を予定していま

す）
○工作教室（楽しい工作をすることを考えています）
○絵手紙講座　○かしわもちを作って食べよう教室
○桃シロップ漬け教室　○家庭菜園入門
○庭木の剪定入門　○そば打ち教室
○ケーキ作り教室　

★吉井公民館　　
○ヘルシー料理講座（簡単レシピでヘルシー料理に挑

戦）
○女性サークル「With」（素敵な女性になるための教

養を身につけよう）
○寿学級（老後を楽しく過ごしていくための講座を提

案します）
○いきいき講座（人生を楽しくイキイキと過ごしてい

く講座）
○少年・少女天文教室（竜天天文台で400㍉の望遠鏡

をのぞいて宇宙について学ぼう）

★熊山公民館　　
○ドキドキ講座（自然観察会）（夏は川の中の生き物、

冬は鳥や動植物の観察をしながら、赤磐市内の自然
の変化について考えよう）

○園芸講座〈新緑～夏〉（熊山英国庭園を散策しなが
らガーデニングについて学ぼう）
○花と緑の会講座（種まき、移植作業など実践を交え

ながら草花について学び、公共施設をお花でいっ
ぱいにしよう。1年を通して会員を募集しています！

〈参加費無料〉）
○おはなしたまてばこ　○ナイスミディ講座
○三世代交流わくわく講座　○ワクワク講座〈8月〉
○歴史講座　○イキイキ講座　○ふるさとの味講座
○高齢者学級　
	

★赤坂公民館　　　　
○食育文化の学習（5月～8月／年2回／食生活を振り

返り、食と向かい合い食文化の大切さを学ぼう）
○たんぽぽの会（毎月第2・4水曜日／季節の行事や遊

び、リトミックと手作り工作を通じて、親子、友達と
の関わり方を学ぼう）

○キッズ工作クラブ（5月～11月／年5回／身近なも
のを材料に使って「作って遊べる」作品づくりを体
験し物づくりの楽しさを味わおう）

○キッズテニスクラブ（5月～7月／年6回／ソフトテニ
スを通じてスポーツに親しもう）

○少年科学教室（自然観察）（5月～3月／年6回／自
然とのふれあい、環境学習をし、いろいろな体験の
中で仲間との協調性を身につけよう）

○少年科学教室（星空探検）（5月～3月／年5回／天
体望遠鏡での観察を通して、地球や月、惑星、太陽、
季節の星座や星などについての理解と興味を深め
よう）

○太鼓教室（4月～3月／毎週木曜／和太鼓の演奏を
通じて、日本の伝統文化を継承し、社会参加の体験
も学習しよう）

○歴史教室（5月～3月／年5回／現地を訪れ、日本の
歴史、文化を学ぼう）

○いきいき女性ゼミナール（5月～3月／毎月第2月曜
日／素敵な女性になるために、いろんなことに挑戦
しよう）
○スイーツクラブ（9月～2月／年3回／手作りお菓子

に挑戦しよう）
○カヌーポロ教室（8月中4回／カヌーに乗りながら、5

人対5人で競う球技です）

★笹岡公民館　　　
○郷土料理教室（5月～3月／年10回／地域の特産物

や季節の素材を生かした料理作りを通じて郷土の
食文化について学習しよう）

○唱歌・童謡の原点（5月9日～3月／年4回／日本の
唱歌・童謡のはじまりを聞き、唱和して童謡の魅力
を知ろう）

○自然の素材と遊ぶ（5月～3月／年4回／身近な自然
の素材を生かした作品づくりを体験しよう）

○キッズアートクラブ（5月～3月／年7回／さまざま
な絵画作品の制作を通じて、表現の楽しさを味わお
う）

○和の心（5月～3月／年5〜6回／伝えていきたい日
本の文化・着物）

○リサイクルと健康（5月～3月／
年5〜6回／布わらじ、廃油キャ
ンドル、ドライフラワーなどリサ
イクル品の製作）

※赤坂・笹岡公民館については、今回のみのお知らせ
となりますので、詳しいことは両公民館へおたずね
ください。

◎そのほかどの公民館も年に一度「公民館まつり」を
開催し、グループ活動を発表します。
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中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10：00〜18：00
　（中央図書館のみ木曜日は
　20：00まで開館）

★はじめて本をかりるとき…
　「利用者登録申込書」に記
　入し、図書館利用者カード
　をつくってください。（免許
　証・保険証など住所・氏名
　が確認できるものをお持ち
　ください。）　
※小学生以下は、保護者が申
　請してください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

利用案内
4月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

■ＤＶＤ
　①『幸せのちから』
　　出演／ウィル・スミス ほか
　　ジャンル／外国映画
　②『犬と私の１０の約束』
　　出演／田中麗奈 ほか
　　ジャンル／日本映画
　③『母べえ』
　　出演／吉永小百合 ほか
　　ジャンル／日本映画
　④『トムとジェリーのくるみ割り人形』
　　ジャンル／アニメ

■ＣＤ
　①『ＥＸＩＬＥ ＢＡＬＬＡＤ ＢＥＳＴ』
　　歌／ＥＸＩＬＥ
　　ジャンル／邦楽
　②『わたしとボサノバ』
　　ジャンル／ボサノバ
　③『たのしい英語のうた』
　　ジャンル／児童音楽
　④『アンパンマンとはじめよう！
　　 きせつのうたをうたおう ぽかぽかはるだよ』
　　ジャンル／児童音楽

　18歳以上で図書館に興味がある人、知識
や特技を活かしたい人、ボランティア活動を
通して図書館づくりに参加しませんか。
■活動の内容
　◦子どもたちへ絵本などの読み語り
　◦朗読ボランティア（研修有り）
　◦図書館主催行事への協力
　◦本棚の整理　　◦外国語協力
■応募方法
　4月19日（日）までに市内図書館に備え付
けの申請書に記入の上お申し込みください。
募集終了後、説明会があります。（登録期間は
年度末までです）

平成21年度図書館ボランティア募集

　ご希望の回へ申し込みください。定員まで
先着順に受け付けます。

■歴史講座～歴史の裏話～（定員40人）
　◦第１回…5/13（水）「評判のドラマ『天地人』」
　◦第２回…6/ 3（水）「江戸城・大奥」
　◦第３回…6/24（水）「宮本武蔵　決闘の跡」
　◦第４回…7/1（水）「京都で暴れた侍たち」
　◦第５回…7/22（水）「鳥羽伏見の戦い」
　【時　間】午前10時10分～正午

■文学講座（定員40人）
　★一度は読んでみたい源氏物語
　◦第１回…5/13（水）「夢とロマン」
　◦第２回…6/3 （水）「物の怪」
　◦第３回…6/24（水）「源氏物語の中の舞」
　★一度は読んでみたい平家物語
　◦第４回…7/1（水）「聞くも悲しい敦盛の最期」
　◦第５回…7/22（水）「屋島の戦い」
　【時　間】午後1時30分～3時30分

■両講座共通
　【場　所】中央図書館 多目的ホール
　【講　師】石本　彰　先生　
　　　　　（元岡山大学教育学部非常勤講師）

受講者募集中！〈参加費無料〉

■日　時／4月18日（土） 午後2時～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■内　容
　『ドルフィンブルー フジ、もう一度宙へ』

（１０５分）
　原因不明の病気で尾びれを失ったイルカ

のフジ。そのフジのために立ち上がった1
人の獣医がいた。彼の熱意が世界的企業
を動かし、多くの人々の協力を得て、世界
初の人工尾びれを開発するプロジェクトを
スタートさせた！ 

　（出演／松山ケンイチ、永作博美、山崎努 ほか）

きらり☆しあたー：おとな版〈先着100人〉

おすすめのDVD・CD紹介

　図書館で不用になった雑誌や書籍を差し上
げます。皆さんお誘い合わせの上、お気軽にお
越しください。各館で内容が異なりますので、
詳しくは各図書館でお尋ねください。
■期　間／4月23日（木）
　～4月26日（日）
　※24日（金）は館内整
　　理のため休館。

リサイクルＢＯＯＫフェア
〜赤坂・熊山・吉井図書館〜

　図書館ボランティアの協力により、毎月第1
日曜に開かれている「おはなしかい」。5月は
いつもより時間を長く、場所も多目的ホール
にかえてパネルシアター、絵本よみきかせ、工
作など盛りだくさんの内容でお届けします。ど
うぞお楽しみに！
■日　時／5月3日（日） 午後2時～3時
■場　所／中央図書館

こどもの読書週間「おはなしかい」
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赤
磐
市
民
病
院
は
、よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、医
療

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
内
科
診
察
の
充
実

　

四
月
か
ら
平
日
午
前（
月
・
火
・
木
・
金
）の

内
科
外
来
診
察
を
常
時
二
人
の
医
師
が
担

当
し
ま
す
の
で
、診
察
の
待
ち
時
間
が
短
く

な
り
ま
す
。

●
消
化
器
内
視
鏡
検
査・治
療
の
充
実

　

食
道
、胃
、十
二
指
腸
、大
腸
の
内
視
鏡

検
査
を
最
新
の
ス
コ
ー
プ
と
内
視
鏡
専
門
医

（
学
会
指
導
医
一
人
、専
門
医
二
人
）で
実
施

し
、四
月
か
ら
通
常
の
診
察
日
に
毎
日
内
視

鏡
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。経
鼻

内
視
鏡
も
導
入
し
、よ
り
優
し
く
よ
り
精
密

な
検
査
の
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

●
肝
臓
病
の
診
断
と
治
療

　

町
立
病
院
の
時
代
か
ら
多
く
の
慢
性
肝
臓

病
の
治
療
と
定
期
的
な
経
過
観
察
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。岡
山
大
学
病
院
消
化
器
内
科

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、最
新
の
肝
炎
や
肝
腫
瘍

の
診
断
治
療
を
肝
臓
学
会
専
門
医
二
人
が

担
当
し
て
い
ま
す
。岡
山
県
の
肝
炎
一
次
専

門
医
療
機
関
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
休
日･
夜
間
の
時
間
外
診
療

　

休
日･
夜
間
も
必
ず
内
科
医
ま
た
は
外
科

医
が
当
直
し
て
い
ま
す
。病
気
の
種
類
や
専

門
的
で
高
度
な
治
療
が
必
要
な
場
合
は
ほ
か

の
医
療
機
関
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、お
困
り
の
と
き
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
訪
問
看
護・訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
開
設

　

在
宅
療
養
生
活
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
、

か
か
り
つ
け
の
先
生
の
指
示
を
受
け
て
看
護

師
が
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
、専
門
的
な
看
護

や
先
生
か
ら
指
示
さ
れ
た
点
滴
注
射
な
ど
を

行
って
い
ま
す
。

　

赤
磐
市
内
で
は
数
少
な
い
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

事
業
所
を
開
設
し
て
お
り
介
護
保
険
の
利

用
者
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、在
宅
の
生
活
指
導
、ホ
ー
ム
エ
ク
サ
サ

イ
ズ・介
護
技
術・住
宅
改
修
の
指
導
、介
護

用
品
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

【
外
来
受
付
時
間
】

◦
月・火・木・金・土

　

午
前
八
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

　

午
後
二
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

◦
水・日・祝
日
…
休
診

【
病
床
数
】

　
一
般
病
床
五
十
床

【
指
定
病
院
等
】

◦
救
急・労
災・医
療
保
護
指
定
病
院

◦
胃
癌・肺
癌・大
腸
癌
精
密
検
診
施
設

◦
岡
山
済
生
会
総
合
病
院
臨
床
研
修
協
力
病
院

【
訪
問
診
療
】

　

往
診・訪
問
看
護・訪
問
リ
ハ
ビ
リ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
赤
磐
市
民
病
院

　

☎
９
９
５（
１
２
５
１
）

　

月 火 水 木 金 土
診 療 科 午前 午後 午前 午後

休　
　
　
　
　
　
　

診

午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 科 田　中
中　西 平　井 田　中

平　井 中　西 田　中
中　西 平　井 田　中

平　井 田　中 担当医 中　村

外 科 谷　口 窪　田 松　岡
谷　口 谷　口 谷　口 窪　田

整 形 外 科 ― ― ― 遠　藤 ― ―
泌尿器科（隔週） ― ― ― ― 渡　邉 ―
循環器科（隔週） ― ― ― ― 近　藤 ―

リ ハ ビ リ 科 理　　学　　療　　法　　士
作　　業　　療　　法　　士

理　　学　　療　　法　　士
作　　業　　療　　法　　士

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
し
や
す
い

医
療
体
制
の
充
実
を

赤
磐
市
民
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

● ４月からの外来診療予定表 ●



4
月

平
成

21年

Sunday 日
M

onday 月
T

uesday 火
W

ednesday 水
T

hursday 木
Friday 金

Saturday 土

●
赤

磐
市

長
選

挙・赤
磐

市
議

会
　

議
員

一
般

選
挙

投
票

日
　

投
票

時
間

 ７：00～
20：00

●
ア

ニ
メ

映
画

会
　

14：00～
　（

吉
井

図
書

館
）

●
こ

う
み

ん
か

ん
シ

ア
タ

ー
　「

春
休

み
子

ど
も

映
画

会
」

　
13：30～

15：30
　（

中
央

公
民

館
）

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
8・15・22・29日

も
開

催
〕

　
10：30～（

中
央

図
書

館
）

●
吉

井
城

山
さ

く
ら

ま
つ

り
　〔

〜
14日

ま
で

〕

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13:00～
16:00

　（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
人

権・行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

２
階

第
１

会
議

室
）

●
ブ

ッ
ク

ん
の

お
は

な
し

か
い

　〔
11・25日

、5月
2日

も
開

催
〕

　
11：00～（

赤
坂

図
書

館
）

●
お

は
な

し
か

い
　〔

11・18・25日
、5月

2日
も

開
催

〕
　

10：30～（
中

央
図

書
館

）
●

星
空

講
座

無
料

観
望

会
　「

環
が

な
い

？
土

星
」

　
19：00～

22：00（
竜

天
天

文
台

）

●
お

は
な

し
か

い
　

14：00～
　（

中
央

図
書

館
）

●
第

22回
城

山
公

園
ま

つ
り

　
10：00〜

15：00
　（

吉
井

城
山

公
園

内
）

●
小・中

学
校

始
業

式
●

春
の

交
通

安
全

県
民

運
動

　〔
〜

15日
ま

で
〕

●
1歳

６ヵ
月

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
小

学
校

入
学

式・幼
稚

園
始

業
式

●
た

ん
ぽ

ぽ
の

会〔
22日

も
開

催
〕

　
10：00〜

11：00
　（

赤
坂

公
民

館
）

●
人

権・行
政・消

費
生

活
相

談
　

13:00～
16:00

　（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
中

学
校

入
学

式
●

交
通

安
全

日・犯
罪

ゼ
ロ

の
日

●
幼

稚
園

入
園

式
●

お
は

な
し

か
い

　〔
毎

月
第

2土
曜

日
〕

　
14：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
2歳

６ヵ
月

児
歯

科
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
人

権・行
政

相
談

　
13:00～

15:00
　（

仁
美

農
村

振
興

セ
ン

タ
ー

）

●
育

児
相

談
　

受
付

時
間

 9：45～
10：30

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

お
は

な
し

の
お

へ
や

　〔
毎

月
第

３
土

曜
日

〕
　

11:00～（
熊

山
図

書
館

）
●

き
ら

り
☆

し
あ

た
ー：お

と
な

版
　

14:00～（
中

央
図

書
館

）

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
 ９

:０
０

〜
１

７
:０

０
）（

●
は

㈳
赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）　

㊡
＝

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー・山
陽

郷
土

資
料

館
休

館
日

＜
注

＞
4月

12日
の

赤
磐

医
師

会
病

院
の

当
番

日
は

原
則

と
し

て
小

児
科

診
療

の
み

と
な

り
ま

す
。

このページは外してご利用ください。
㊩

小
坂

内
科

医
院

 ☎
９５５

-３３４４
㊩

景
山

医
院

 ☎
９９５

-２２９９
●

長
島

病
院

 ☎
９５２

-１３５５
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
桜

が
丘

ク
リ

ニ
ック

 ☎
９５５

-８０２５
㊩

さくら
整

形
クリニック

 ☎９９５-９７２０
●

粟
井

内
科

医
院

 ☎
９５３

-０６１７
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院（

小
児

科
診

療
）

　
☎

９５５
-６６８８

㊩
佐

伯
北

診
療

所
 ☎

９５４
-２０３２

●
近

藤
内

科
医

院
 ☎

９５３
-１６１０

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

3/29
3/30

3/31
1

2
3

4

5
6

7
8

9
10

11

12
13

14
15

16
17

18



●
熊

山
山

頂
ハ

イ
キ

ン
グ

　
8:45～

 くま
や

ま
水

辺
の

楽
校

集
合

●
民

話
の

寺
小

屋
　

１４：００
～（

中
央

図
書

館
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

人
権・行

政・無
料

法
律

相
談

　
10:00～

15:00
　（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

リ
サ

イ
ク

ル
Ｂ

Ｏ
Ｏ

Ｋ
フ

ェ
ア

　〔
～

２６
日

ま
で

〕
　（

赤
坂・熊

山・吉
井

図
書

館
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

乳
児

健
診

　
受

付
時

間
 12：45～

13：15
　（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
交

通
安

全
日

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19：00～
20：00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
定

期
救

急
講

習
会

　
９：００

～
１２：００

　（
赤

磐
市

消
防

本
部

２
階

会
議

室
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13:00～
16:00

　（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
人

権・行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

２
階

第
１

会
議

室
）

4
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1

0
1

1
1

2
1

3
1

4
1

5
1

6
1

7
1

8
1

9
2

0
2

1
2

2
2

3
2

4
2

5
2

6
2

7
2

8
2

9
3

0
■
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

…
400円

中
学

生
以

下
…

…
200円

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

300円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
初

心
者

講
習

修
了

者
に

限
り

　
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。

　
受

講
料

 400円
／

再
受

講
料

 300円
☎
9
5
5
-4
4
3
2

■
吉
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

…
100円

中
学

生
以

下
…

…
  50円

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

100円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
す

。
☎
9
5
4
-2
3
2
3

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

山陽ふれあい公園

屋
　
内

プ
ー
ル

10:00

〜12:00
○
○

休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

無料開放

休館日
14:00

〜16:00
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○

18:30

〜20:30
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー
ム

9:00

〜21:00
☆
☆
☆
☆

休館日

☆
☆
☆
☆
☆

休館日

☆
☆
☆
☆
☆

休館日

☆
☆
☆
☆
☆

休館日

☆
無料開放

休館日
9:00

〜17:00
☆

☆
☆

☆

初
心

者
講

習
実

施
日

★
★

★
★

★
★

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター

屋
　
内

プ
ー
ル

10:00

〜12:00
○
○
○
○
○

休館日

休館日

○
○
○
○
○

休館日

休館日

○
○
○
○
○

休館日

休館日

○
○
○
○
○

休館日

休館日

○
休館日

14:00

〜16:00
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○

18:30

〜20:30
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー
ム

9:00

〜21:00
☆
☆
☆
☆

休館日

休館日
☆
☆
☆
☆

休館日

休館日
☆
☆
☆
☆

休館日

休館日
☆
☆
☆
☆

休館日

休館日

休館日
9:00

〜17:00
☆

☆
☆

☆
☆

○
 屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
☆

 ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
開

放

㊩
山

陽
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
９５５

-７１１１
㊩

戸
川

ク
リ

ニ
ッ

ク
 ☎

９５７
-３０５７

●
石

原
医

院
 ☎

９５２
-０１６２

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
戸

田
小

児
科

医
院

 ☎
９５５

-３１２１
㊩

吉
田

医
院

 ☎
９５４

-０２０２
●

岡
山

東
部

脳
神

経
外

科
東

備
クリニック

　
☎

９５２
-5252

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
那

須
眼

科
 ☎

９５５
-８９８０

㊩
景

山
医

院
 ☎

９９５
-２２９９

●
うえ

お
か

内
科

医
院

 ☎
９５２-５６６５

19
20

21
22

23
24

25

26
27

28
29
　
昭
和
の
日

30
5/1

5/2
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ス
ポ
ー
ツ

ト
ピ
ッ
ク
ス
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山
陽
柔
道
教
室
生
募
集
！

【
練
習
日
】毎
週
水・土
曜
日

　

午
後
七
時
～
九
時

【
場　

所
】高
陽
中
学
校
格
技
場

【
対　

象
】小
学
生・中
学
生

【
会　

費
】年
間一万
二
千
円

　
（
含
傷
害
保
険・登
録
料
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

山
本 

☎
０
９
０（
７
５
０
３
）４
７
４
８

※
指
導
員
も
募
集
中
で
す
。
柔
道
好

　

き
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。申

　

し
込
み
は
随
時
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
激
励
金
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た

め
、全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

へ
参
加
す
る
赤
磐
市
在
住
者
へ

激
励
金
を
授
与
し
ま
す
。

《
例
》国
民
体
育
大
会
、全
国
レ

ベ
ル
の
連
盟
が
主
催
す
る
全
国

大
会
に
予
選
会
を
経
て
出
場
す

る
個
人・チ
ー
ム

【
申
請
手
続
】

　

大
会
へ
の
出
場
決
定
か
ら
出

場
ま
で
に
、
交
付
申
請
書
な
ど

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

第
八
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

【
開
催
日
】二
月
一
日（
日
）

【
開
催
場
所
】高
陽
中
学
校
体
育
館

【
参
加
人
数
】百
人

【
大
会
結
果
】

◇
団
体
戦

◦
優　

勝
／
山
陽
卓
親
Ａ

◦
準
優
勝
／
Ａ
Ｔ
Ｃ
―
Ａ

◦
第
三
位
／
卓
球
を
楽
し
む
会
Ｂ

　
　
　
　
　

山
陽
卓
親
Ｂ

◇
個
人
戦

〈
Ａ
ク
ラ
ス
〉

◦
優　

勝
／
横
山　
　

正

　
　
　
　
　
（
山
陽
卓
親
）

◦
準
優
勝
／
福
田（
山
陽
卓
親
）

◦
第
三
位
／
藤
原（
山
陽
卓
親
）

　
　
　
　
　

山
野（
山
陽
卓
親
）

〈
Ｂ
ク
ラ
ス
〉

◦
優　

勝
／
児
子　

修
二

　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

◦
準
優
勝
／
紅（
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

◦
第
三
位
／
大
塚（
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

　
　
　
　
　

小
坂（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）

★
敗
者
復
活
戦
優
勝

　
　
　
　
　

前
田（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）

〈
初
心
者
ク
ラ
ス
〉

◦
優　

勝
／
塩
見　
　

満

　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

◦
準
優
勝
／
国
安（
桜
が
丘
中
学
校
）

◦
第
三
位
／
國
上（
桜
が
丘
中
学
校
）

　
　
　
　
　

戸
田（
桜
が
丘
オ
レ
ン
ジ
）

★
敗
者
復
活
戦
優
勝

　
　
　
　
　

山
田（
白
陵
中
学
校
）

第
二
十
五
回

赤
磐
市
冬
季
近
隣
柔
道
大
会

【
開
催
日
】二
月
八
日（
日
）

【
開
催
場
所
】高
陽
中
学
校
格
技
場

【
参
加
人
数
】九
十
二
人

【
大
会
結
果
】

◇
団
体
の
部

◦
優　

勝
／
磐
梨
武
道
館
Ｂ

◦
準
優
勝
／
磐
梨
武
道
館
Ａ

◦
第
三
位
／
山
陽
柔
道
教
室
Ａ

◇
個
人
の
部

〈
一・二
年
の
部
〉

◦
準
優
勝
／
津
田（
山
陽
東
小
学
校
）

◦
第
三
位
／
中
原（
山
陽
小
学
校
）

〈
三
・四
年
の
部
〉

◦
第
三
位
／
池
本（
山
陽
小
学
校
）

　
　
　
　
　

難
波（
山
陽
小
学
校
）

〈
五・六
年
の
部
〉

◦
優　

勝
／
光
山　

光
扶

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
小
学
校
）

※
赤
磐
市
関
係
分
の
み
掲
載

第
二
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
開
催
日
】二
月
十
五
日（
日
）

【
開
催
場
所
】

　

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館

【
参
加
人
数
】百
四
人

【
大
会
結
果
】

◇
男
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス

◦
優　

勝
／
実
盛　

和
寿

　
　
　
　
　

遠
藤　

敏
夫

　
　
　
　
　
（
熊
山
）

◦
準
優
勝
／
脇
本・所
谷

　
　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
第
三
位
／
安
藤・竹
村

　
　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ・キ
リ
ン
）

◇
男
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス

◦
優　

勝
／
亀
井　

孝
一

　
　
　
　
　

萩
野　

哲
治

　
　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
準
優
勝
／
社・平
野

　
　
　
　
　
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
ド
）

◦
第
三
位
／
高
知・今
井
田

　
　
　
　
　
（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
）

◇
女
子
Ａ
級
ダ
ブ
ル
ス　

◦
優　

勝
／
河
井　

麻
希

　
　
　
　
　

福
田　

真
弓

　
　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
準
優
勝
／
福
田・西
山

　
　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
第
三
位
／
藤
原・下
山（
熊
山
）

◇
女
子
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス

◦
優　

勝
／
岡
部
彩
矢
香

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
中
学
校
）

　
　
　
　
　

森　

美
紗
子

　
　
　
　
　
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

◦
準
優
勝
／
古
川・平
松

　
　
　
　
　
（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
）

◦
第
三
位
／
田
中・松
浦

　
　
　
　
　
（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
）

◇
女
子
Ｃ
級
ダ
ブ
ル
ス

◦
優　

勝
／
沖　

実
稚
恵

　
　
　
　
　

辻
野　

結
衣

　
　
　
　
　
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

◦
準
優
勝
／
小
松〈
倫
〉・小
松〈
千
〉

　
　
　
　
　
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
ド
）

◦
第
三
位
／
岡
部〈
祥
〉・岡
部〈
信
〉

　
　
　
　
　
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

◇
女
子
Ｄ
級
ダ
ブ
ル
ス

◦
優　

勝
／
糸
原　

茉
優

　
　
　
　
　

矢
部　

桃
子

　
　
　
　
　
（
高
陽
中
学
校
）

◦
準
優
勝
／
鶴
見・藤
原

　
　
　
　
　
（
高
陽
中
学
校
）

◦
第
三
位
／
中
田・内
藤

　
　
　
　
　
（
高
陽
中
学
校
）

第
七
回
赤
磐
市

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

【
日　

時
】五
月
十
日（
日
）

　

午
前
八
時
三
十
分
～

【
場　

所
】

　

赤
磐
市
吉
井
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
（
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
横
）

【
参
加
資
格
】市
内
在
住
在
勤
者（
高

　

校
生
以
上
）

【
参
加
費
】一
人
五
百
円

【
試
合
方
法
】

　
「一般
男
子
」「一般
女
子
」「
壮
年（
当

日
満
四
十
五
歳
以
上
）」の
各
部
で
行

う
。

【
主　

催
】

　

赤
磐
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会（
市
体
協
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

江
木 

☎
０
９
０（
７
９
７
６
）０
０
３
５

※
二
人
一
組
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

　

四
月
三
十
日（
木
）必
着

募
　
　
集

お
知
ら
せ

大
会
結
果



康
健

Vol.

48

わ
た
し
の
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な
た
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心
の
健
康

あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？

新
年
度
を
迎
え
る
こ
の
季
節
は
、何
か

と
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
す
。進
学

や
人
事
異
動
な
ど
で
環
境
の
変
化
が
、強

い
ス
ト
レ
ス
と
な
り
ま
す
。ま
た
、近
年
は
、

価
値
観
の
多
様
化
や
、情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
広
が
り
に
伴
う
人
間
関
係
や
環
境
の
急

激
な
変
化
に
よ
っ
て
、共
通
の
価
値
観
が
大

き
く
崩
れ
て
い
ま
す
。そ
の
う
え
、昨
年
か

ら
の
世
界
同
時
不
況
報
道
な
ど
、先
の
見

え
な
い
不
安
が
広
が
り
、大
き
な
ス
ト
レ

ス
を
か
か
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
、ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
、い
っ

た
ん
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
も
の
の
、抵
抗
力

を
高
め
て
適
応
し
ま
す
。し
か
し
、長
く
続

く
と
心
身
が
疲
弊
し
て
し
ま
い
ま
す
。ス

ト
レ
ス
は
医
学
的
な
病
名
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、心
の
病
気
の
前
兆
で
、う
つ
病
や
不

安
障
害
、心
身
症
な
ど
の
病
気
の
一
症
状
と

し
て
表
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。思
い

あ
た
る
症
状
が
あ
っ
た
ら
、原
因
を
見
極

め
、早
め
に
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
ス
ト
レ
ス
を
軽
く
す
る
た
め
の
方
法
〉

○「
ど
こ
か
違
う
自
分
」に
気
づ
く

　

自
分
で
は
な
か
な
か
気
づ
か
な
い
も
の

で
す
。身
近
な
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ち
ょ

っ
と
し
た
指
摘
を
素
直
に
聞
い
て
み
る

こ
と
は
最
も
有
効
で
す
。ど
う
し
て
そ

う
感
じ
た
の
か
聞
き
返
し
て
み
る
と
以

前
と
違
っ
た
自
分
に
早
く
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

　

今
感
じ
て
い
る
不
安
の
原
因
の
先
に
ど

ん
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
抱
え
て
い
る
問
題
を
整
理
し
、原
因

を
は
っ
き
り
さ
せ
、で
き
る
こ
と
か
ら
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
考
え
方
の
偏
り
を
知
る

　

思
考
の
偏
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
と
き
に

は
、考
え
方
が
極
端
に
な
り
が
ち
で
、自

分
を
追
い
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
問
題
解
決
の
実
践
を
試
み
る

　

悩
み
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
問
題
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
方
法
や
、解
決
す
る
力
を

　

県
保
健
所
の
再
編
に
伴
い
東
備
保
健
所
が

変
わ
り
ま
す
。現
在
、備
前
市
に
あ
る
東
備
保

健
所
が
四
月
一
日
か
ら
備
前
保
健
所
東
備
支

所
と
な
り
、現
在
の
備
前
県
民
局
東
備
支
局
内

に
移
転
、業
務
内
容
も
次
の
よ
う
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

◇
備
前
保
健
所
東
備
支
所

　

和
気
町
和
気
四
八
七
ノ
二

　

☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
７
９

　

☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
８
０

　
［
行
う
業
務
］　

　

○
母
子
保
健

　

○
精
神
保
健

　

○
難
病
対
策
等

　
　

保
健
対
策
業
務

　

○
東
備
食
品
衛
生
協
会
業
務

◇
備
前
保
健
所

　

岡
山
市
古
京
町
一ノ一ノ一七

　

☎
０
８
６（
２
７
２
）３
９
５
０

　

☎
０
８
６（
２
７
２
）３
９
４
７

　
［
行
う
業
務
］

　

○
食
品
衛
生　

○
生
活
衛
生

　

○
薬
事
お
よ
び
医
療
機
関
従
事
者
の

　
　

免
許
事
務
な
ど

東
備
保
健
所
が
備
前
保
健
所

東
備
支
所
に
な
り
ま
す
。

身
に
つ
け
る
た
め
、実
際
に
行
動
す
る

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

○
人
間
関
係
を
改
善
し
、

　
　
　
　

気
持
ち
を
楽
に
す
る

　

自
分
の
気
持
ち
の
伝
え
方
を
見
直
す
こ

と
が
大
切
。話
し
方
の
癖
か
ら
、悪
気
が

な
く
て
も
相
手
を
傷
つ
け
た
り
攻
撃
し

て
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。上

手
な
話
し
方
を
身
に
つ
け
、伝
え
た
い

こ
と
は
相
手
に
上
手
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
で

　
　
　
　

こ
こ
ろ
と
体
を
和
ら
げ
る

　

う
つ
や
不
安
を
軽
く
す
る
方
法
や
眠
り

に
つ
け
る
コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。人
に

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
方
法
は
違
い
ま
す
が
、

腹
式
呼
吸
や
音
楽
、頭
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
、体
を
動
か
す
こ
と
、ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ

ー
な
ど
自
分
に
あ
っ
た
方
法
を
見
つ
け
、

生
活
に
う
ま
く
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
試
し
て
み
る
こ

と
、気
の
合
う
仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
一

緒
に
始
め
て
み
る
こ
と
な
ど
も
良
い
で

し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、不
安
が
強
く
元
気

が
出
な
い
と
き
は
協
力
者
が
必
要
で
す
。

ま
じ
め
な
人
ほ
ど
我
慢
し「
何
と
か
な
る
」

と
思
い
が
ち
で
す
。気
づ
い
た
と
き
に
は
、

状
態
が
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。お
か
し
い
な
と
感
じ
た
ら
、

早
め
に
周
り
の
人
や
専
門
医
に
相
談
し
て

み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

四

月

一

日

か

ら
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申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課
お
よ
び

　

各
支
所
健
康
福
祉
課

　

事
故
被
害
者
支
援

◇
自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
後
遺

　

障
害
者
介
護
料
の
支
給
制
度

対
象
者

　

自
動
車
損
害
賠
償
保
険
な
ど

に
よ
る
後
遺
障
害
等
級
で「
常

時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必

要
な
状
態
」と
認
定
さ
れ
た
人
。

支
給
額

◦
常
時
介
護
が
必
要
な
人

　

月
額
五
万
八
千
五
百
七
十
円

　

～
十
三
万
六
千
八
百
八
十
円

◦
随
時
介
護
が
必
要
な
人

　

月
額
二
万
九
千
二
百
九
十
円

　

～
五
万
四
千
円

そ
の
他

　

短
期
入
院
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

情報ボックス内でお知らせする
市役所関係の電話番号は下記
のとおりです。
◎電話番号一覧

［本庁代表］☎955-1111
　◦企画課
　　☎９５５-2692
　◦税務課資産税係
　　☎９５５-０９５２
　◦市民課国保年金係
　　☎９５５-1113
　◦環境課
　　☎955-５３４７
　◦協働推進室
　　☎９５５-4783
　◦健康増進課
　　☎955-1117
　◦社会福祉課
　　☎955-1115
　◦産業振興課
　　☎955-6174
　◦建設課
　　☎955-1485
　◦下水道課
　　☎955-２９４２

［桜が丘いきいき交流センター］
　　☎９９５-９３２１

［赤坂支所代表］☎957-2222
　◦市民生活課
　　☎957-4821
　◦健康福祉課
　　☎957-4822
　◦産業建設課
　　☎957-4824

［熊山支所代表］☎995-1211
　◦市民生活課
　　☎995-1214
　◦健康福祉課
　　☎995-1293
　◦産業建設課
　　☎995-1217
　◦上下水道課
　　☎９９５-１２９8

［吉井支所代表］☎954-1111
　◦市民生活課
　　☎954-1183
　◦健康福祉課
　　☎954-1374
　◦産業建設課
　　☎954-1319

［教育委員会］
　◦スポーツ振興課
　　☎９５５-４４３２

［消防本部］☎955-2244
　◦警防課救急係
　　☎955-2254

　

胃
が
ん
検
診

　

四
月
か
ら
、胃
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。検
診
の
詳
し
い

日
程
な
ど
は
、四
月
に
配
布
す

る「
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　

市
の
検
診
対
象
者
に
は
、が

ん
検
診
の
受
診
票
兼
問
診
票
を

あ
ら
か
じ
め
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、受
診
票
兼
問
診
票
が

届
か
な
か
っ
た
人
で
も
検
診
対

象
の
条
件
に
合
え
ば
受
診
で
き

ま
す
。当
日
検
診
会
場
へ
直
接

お
越
し
い
た
だ
き
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、大
腸
が
ん
検
診
の
受

診
希
望
者
に
は
、検
査
セ
ッ
ト
を

胃
が
ん
検
診
会
場
で
お
渡
し
し

ま
す
。希
望
さ
れ
る
本
人
ま
た

は
代
理
の
人
は
、必
ず
、検
診
会

場
で
申
し
込
み
、セ
ッ
ト
を
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先　

◦
本
庁
健
康
増
進
課
お
よ
び

　

各
支
所
健
康
福
祉
課

　

妊
婦・乳
児
健
康
診
査
の

　

受
診
券
が
変
わ
り
ま
す

　

四
月
か
ら
妊
婦
健
康
診
査
の

受
診
券
が
五
枚
か
ら
十
四
枚
に

増
え
、そ
の
ほ
か
の
補
助
券
も

新
し
く
増
え
ま
す
。三
月
ま
で

に
妊
娠
届
を
さ
れ
た
人
や
転
入

時
に
無
料
券
の
交
換
を
さ
れ
た

人
に
は
、案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す
。妊
娠
中
の
人
で
案
内
が

届
い
て
い
な
い
人
や
、ま
だ
赤

磐
市
の
券
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。四
月
か
ら
は
二
十
年
度

に
交
付
し
た
券
で
は
公
費
負
担

の
取
り
扱
い
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、妊
婦
ま
た
は
乳
児
健

康
診
査
を
、県
外
な
ど
の
委
託

医
療
機
関
以
外
で
受
診
す
る
場

合
、受
診
券
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
が
、所
定
の
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
と
、健
診
費
用（
市
の

規
定
す
る
限
度
額
内
で
）を
後

日
払
い
戻
し
ま
す
の
で
、窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

妊
娠
中
は
普
段
よ
り
一
層
健

康
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。妊
婦
健
康
診
査
を
受

け
て
、妊
婦
さ
ん
の
健
康
状
態

や
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
具

合
を
診
て
も
ら
う
こ
と
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。定
期
的

に
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
し
た
か
な
と
い
う
と

き
は
、医
師
の
診
察
を
受
け
、市

役
所
に
妊
娠
の
届
け
出
を
し
て
、

母
子
健
康
手
帳
と
母
子
保
健

ガ
イ
ド（
妊
婦・乳
児
健
康
診
査

な
ど
を
公
費
の
補
助
で
受
け
ら

れ
る
券
な
ど
が
と
じ
て
あ
る
も

の
）の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課
お
よ
び

　

各
支
所
健
康
福
祉
課

　

リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
券

　

要
介
護
高
齢
者
お
よ
び
重
度

身
体
障
害
者
な
ど
の
外
出
を
支

援
す
る
た
め
に
リ
フ
ト
タ
ク
シ

ー
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅

の
人
で
、寝
た
き
り
な
ど
の
状

態
に
あ
り
、車
い
す
用
の
リ
フ
ト

な
ど
を
装
備
し
た
福
祉
車
両
で

な
け
れ
ば
移
送
が
困
難
な
人
。

交　

付

　
一
枚
三
千
円
の
チ
ケ
ッ
ト
を
年

間
十
二
枚
交
付
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

窓
口
で
申
請
書
に
ご
記
入
い

た
だ
き
ま
す
。そ
の
際
、印
鑑
を

持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、同
券
は
即
日
交
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め

健
康
福
祉



指 定 ゴ ミ 袋
　４月からの地区ごとの指定ゴミ袋取扱店は次のとお
りです。購入に際しては必ず自分の住んでいる地域の
袋であることを確認して購入してください。

［山陽地域］
●藤本商店●太田商事●セブン-イレブン岡山山陽団
地口店●岡山東農業協同組合山陽支店●山陽マルナ
カ山陽店●くすりのラブ山陽町店●生活協同組合お
かやまコープコープ山陽●ヤマザキショップオカダ●
㈱イズミ山陽店●㈱ハピーマートハピッシュ山陽店●
ファミリーマートFC山陽町中島店●緑屋●㈱ナンバ
山陽店●ホームセンタータイム山陽店●花房商店●
セブン-イレブン赤磐五日市店●㈲ノアスギモト●内田
酒店●岡山東農業協同組合西山支店●トシオカ化粧
品店●サンフレッシュ太田●ざ・ほわいときんぐ桜が丘
店●喫茶ナナン●ファミリーショップみやこ●マックス
バリュ西日本㈱桜が丘店●ローソン桜が丘西２丁目店

［赤坂地域］
●福島商店●赤坂ストアー●ハピーマート赤坂店●ザ
グザグ町苅田店●セブン-イレブン赤磐町苅田店●岡
山東農業協同組合赤坂支店●くりまさ●コメリハード
＆グリーン赤坂店●サークルＫ岡山赤坂店●Ｙショップ
きしもと●末平ストアー●岡山東農業協同組合笹岡支
店

［熊山地域］
●松田商店●河本商店●マックスバリュ西日本㈱桜が
丘店●岡山東農業協同組合可真支店●サークルＫ赤
磐沢原店●小野田ふれあい市場●花谷商店●コメリ
ハード＆グリーン熊山店●岡野商店●岡山東農業協同
組合熊山支店●Ａコープ中国・Ａコープくまやま店●㈱
ナンバ山陽店

［吉井地域］　
●高倉商店●ハピーマート吉井店●ＬＩＦＥ ＳＱＵＡＲＥ
ティオ吉井店●中務商店●堤商店●黒田商店●佐々
奈美●河相商店●平井商店●平尾商店●秋山商店●
岡山東農業協同組合仁美支店●ジュンテンドー吉井店

＜ 問 い 合 わ せ 先 ＞
○本 庁 環 境 課　○赤坂支所市民生活課
○熊山支所市民生活課　○吉井支所市民生活課

取 扱 店
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場　

所　

赤
磐
市
消
防
本
部

　

二
階
会
議
室

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
期
限

　

四
月
十
五
日（
水
）

参
加
費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

◦
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

◦
本
庁
環
境
課
お
よ
び

　

各
支
所
市
民
生
活
課

　

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
!!

　　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手
当

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん

か
。年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

四
月
二
十
六
日（
日
）

　

午
前
九
時
～
正
午

◇
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の

　

無
利
子
貸
付
制
度

対
象
者

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者

が
死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障

害
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
被
害

者
の
子
ど
も
。

貸
付
金
額

①
初
め
に
一
時
金
十
五
万
五
千
円

②
毎
月
二
万
円

③
入
学
支
度
金
四
万
四
千
円

　
（
希
望
に
よ
り
小・中
学
校
入

　

学
時
に
貸
し
付
け
）

貸
付
期
間

　

貸
し
付
け
が
決
定
し
た
日
か

ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で
。

返
還
期
間

　

中
学
校
卒
業
後
、一
年
経
過
し

た
後
、二
十
年
以
内
の
均
等
払

い
に
よ
る
返
還
。

※
高
校・大
学
な
ど
へ
の
進
学
者

は
、在
学
中
の
返
還
を
猶
予
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
独
立
行
政
法
人 

自
動
車
事

　

故
対
策
機
構
岡
山
支
所

　

☎
０
８
６（
２
３
２
）７
０
５
３

　

き
れ
い
な
町
づ
く
り
を

　

し
ま
せ
ん
か
？　
　
　

　

〜
地
域
の
清
掃
美
化
に
取
り
組
む

　
　
ア
ダ
プ
ト
団
体
を
募
集
〜

　

｢

ア
ダ
プ
ト｣

と
は
養
子
縁
組

と
い
う
意
味
で
す
。私
た
ち
の

身
近
な
道
路
や
河
川
な
ど
の
世

話
を
し
て
き
れ
い
な
町
に
し
ま

せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募

集



日　　時 場　　所 相談内容 問い合わせ先

山 

陽 

地 

域

4月３日（金）
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

【無料法律】
（１人３０分）
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎
※要予約

【無料法律】【人権】
本庁市民課

【行政】【消費生活】
協働推進室

5月1日（金）
午後1時～4時

4月８日（水）
午後1時～４時

【人権】【行政】
【消費生活】

赤 

坂 

地 

域

4月２２日（水）
午前１０時～午後３時

赤坂健康管理
センター

【人権】【行政】
【無料法律】

【人権】【行政】【無料法律】
赤坂支所市民生活課

熊 

山 

地 

域

4月３日（金）
午前１０時～正午 熊山支所２階

第１会議室 【人権】【行政】 【人権】【行政】
熊山支所市民生活課5月1日（金）

午前１０時～正午

吉 

井 

地 

域

4月１５日（水）
午後1時～３時

仁美農村振興
センター 【人権】【行政】 【人権】【行政】

吉井支所市民生活課

相

談
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
は

受
け
ら
れ
ま
す
。（
※
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
）
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素
敵
な
出
会
い
を

　

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

～
結
婚
希
望
者・

　
　

結
婚
推
進
委
員
募
集
～

　

赤
磐
市
結
婚
推
進
協
議
会
で

は
、市
内
に
在
住
の
結
婚
希
望

者
に
対
し
、配
偶
者
の
仲
介
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
カ
月
に
一
回
会
議
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、希
望
者
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、結
婚
希
望
者
が
、良
い

配
偶
者
に
恵
ま
れ
、明
る
く
幸

福
な
家
庭
を
築
く
た
め
の
お
手

伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
結
婚
推
進
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

年
会
費　

千
円

申
込
期
限

　

四
月
三
十
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課
お
よ
び

　

各
支
所
産
業
建
設
課

か
ら
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
岡
山
県
事
務
所
へ
申
請
。

七
百
円
と
郵
便
振
替
払
込
料

金
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ・提
出
先

◦
赤
磐
警
察
署
交
通
課

　

☎（
９
５
２
）０
１
１
０

◦
本
庁
協
働
推
進
室

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

受
講
者
募
集

　

手
話
の
入
門
講
座
を
開
講
し

ま
す
。手
話
に
関
心
の
あ
る
人

や
、勉
強
し
て
み
た
い
人
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
。こ
の
講
座
は
、

初
心
者
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

　

五
月
八
日（
金
）開
講

　

毎
週
金
曜
日（
全
二
十
回
）

　

午
後
七
時
～
九
時

場　

所　

中
央
公
民
館

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の

　

十
八
歳
以
上
の
人

定　

員　

二
十
人（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料（
教
材
代
な
ど

　

実
費
は
個
人
負
担
）

申
込
期
間　

　

四
月
二
十
四
日（
金
）ま
で

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

無
事
故・無
違
反

　

優
良
運
転
者
募
集

　

平
成
二
十
一
年
秋
の
交
通
安

全
県
民
運
動
期
間
中
に
表
彰
さ

れ
る
優
良
運
転
者
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

表
彰
の
種
別・区
分

　

種　

別

区　

分

業
務
優
良

運
転
者

◦
五
年
表
彰

◦
十
年
表
彰

◦
十
五
年
表
彰

一
般
優
良

運
転
者

◦
十
年
表
彰

◦
二
十
年
表
彰

　

◦
表
の
期
間
以
上
、無
事
故
・
無

違
反
で
自
動
車
を
運
転
し
他

の
模
範
と
な
る
人

◦
業
務
優
良
運
転
者
と
は
、仕

事
で
お
お
む
ね
毎
日
二
時
間

以
上（
二
時
間
未
満
の
人
は
一

般
優
良
運
転
者
と
み
な
し
ま

す
）自
動
車
を
運
転
し
て
い

る
人
。

◦
初
め
て
申
請
す
る
人
は
、五

年
表
彰（
一般
優
良
運
転
者
は

十
年
表
彰
）か
ら
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

四
月
三
十
日（
木
）

必
要
書
類

①
申
請
書
類

②
無
事
故・無
違
反
証
明
書（
郵

便
為
替
申
込
用
紙
で
郵
便
局



【募集団地】
　①団地名／福田（福田320）
　　▶戸数／1戸　　▶規格／3ＤＫ
　　▶家賃月額（入居時）／14,200～23,500円
　②団地名／仁堀（仁堀中858）
　　▶戸数／2戸　　▶規格／3ＤＫ
　　▶家賃月額（入居時）／19,000～31,900円

【募集期間】 4月10日（金）～4月24日（金）

【申込方法】
　入居申込書の内容を確認しますので、入居申し

込みは本人または家族の人が、所轄する吉井支
所へご持参ください。

　※申し込み多数の場合は抽選となります。
　※入居要件については、本庁建設課または支所産業建

　設課へお問い合わせください。

問い合わせ・申し込み先／吉井支所産業建設課

　縦 覧
　平成21年度の固定資産縦覧帳簿の縦覧期間は次
のとおりです。縦覧できるのは固定資産税の納税義務
者です。赤磐市内の固定資産評価格を縦覧すること
ができます。
　［縦覧期間］４月１日（水）～６月１日（月）
　　　　　　午前8時３０分～午後５時
　　　　　　（市役所閉庁日を除く）
　［縦覧場所］本庁税務課および各支所市民生活課

　閲 覧
　ご本人の課税台帳についての閲覧もできますので、
ご自分の資産の状況をお確かめください。閲覧できる
のは固定資産の所有者・納税管理人および閲覧の委
任を受けた人です（法人の場合は、その資産を管理す
る職にある人および閲覧の委任を受けた人）。ご自分
の借地・借家物件についても閲覧できます。
　なお、縦覧期間以外（6月2日以降）は閲覧手数料
300円が必要となります。

　納 期 限
　平成21年度の固定資産税納期限は次のとおりです。
　◦第1期…6月1（月）　◦第2期…7月31日（金）
　◦第3期…9月30日（水）　◦第4期…11月30日（月）

●問い合わせ先／本庁税務課資産税係

　赤磐市では医療費の負担は就学前までのお子さん
は無料、小学1年生から小学3年生は原則1割負担と
なっていますが、7月1日より小学6年生まで原則１割
負担に拡大します。
　なお、対象者のご家庭には5月中に申請のご案内
をする予定です。 ＜健康増進課＞

小学校６年生まで医療費の
負 担 が 1 割 に なりま す ! !

赤磐市営住宅公募のご案内固定資産税の縦覧・閲覧
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ご
利
用
く
だ
さ
い

　

～
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ
～

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、施
設
を
広

く
ご
利
用
い
た
だ
こ
う
と
、毎

月
二
十
九
日
か
ら
末
日
ま
で
は

登
録
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
や
め
、

一
般
予
約
優
先
日
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、水
曜
日
は
休
館
日
で

す
の
で
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

　

資
源
回
収
推
進
活
動
団
体
の

　

登
録
は
六
月
末
ま
で
に

　

ご
み
の
減
量
と
再
利
用
を
図

る
た
め
に
、毎
年
市
で
は
資
源

回
収
推
進
活
動
団
体
の
登
録
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、実
施
予
定
の
団
体

は
、六
月
三
十
日（
火
）ま
で
に

本
庁
環
境
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課
に
登
録
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
団
体（
す
べ
て
に
該
当
）

①
自
治
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、子
供
会
な
ど

の
地
域
住
民
で
構
成
す
る
団
体

②
回
収
を
年
二
回
以
上
実
施
す

る
団
体

③
営
業
目
的
で
な
い
団
体

④
市
の
資
源
ご
み
収
集
日
以
外

に
活
動
す
る
団
体

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
環
境
課
お
よ
び

　

各
支
所
市
民
生
活
課

　

和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

休
業
の
お
知
ら
せ

　

和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、五
月
の

連
休
に
次
の
日
程
で
休
業
し
ま

す
。

　

こ
の
間
は
、収
集
お
よ
び
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込

み
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

休
業
日

　

五
月
三
日（
日
）～
六
日（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

◦
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合

　

☎
０
８
６
９（
９
２
）０
８
０
９

◦
熊
山
支
所
市
民
生
活
課

　

お
よ
び
吉
井
支
所
市
民
生
活
課

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ



㈶ 自 治 総 合 セ ン タ ー 　

四
月
二
十
九
日（
水･

祝
）

【
昭
和
の
日
】は
山
陽
ふ
れ
あ

い
公
園
の
開
園
記
念
日
で
、体

育
館
・
屋
内
プ
ー
ル
を
無
料
開

放
し
ま
す
。家
族・友
人
で
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　

◆
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ　
　
　
　

　

午
前
九
時
三
十
分
～

　

午
後
四
時
三
十
分

◦
種
目
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、卓

　

球
、シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
な
ど

◦
三
十
分
ご
と
の
入
れ
替
え
制

※
用
具
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

◆
屋
内
プ
ー
ル

　

①
午
前
十
時
～
正
午

　

②
午
後
二
時
～
四
時　
　

◆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム　
　

　

午
前
九
時
三
十
分
～　

　

午
後
四
時
三
十
分

※
初
心
者
講
習
受
講
者
の
み

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
教
育
委
員
会

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　自治総合センターでは、宝くじ受託事
業収入を財源とし、住民の行うコミュニ
ティ活動の推進と健全な発展を図るコ
ミュニティ助成を実施しています。

●対象事業
　宝くじの普及・広報の効果が発揮でき
るもので、コミュニティ活動に必要な設
備の整備など。ただし、国などから補助
金交付を受けていないこと。

●助成額
　一般コミュニティ助成事業
　100万円～250万円

●問い合わせ・申請先
　本庁協働推進室および各支所市民生活課

コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 山

陽

ふ

れ

あ

い

公

園

開
園
記
念
日
無
料
開
放

み

ん

な

で

ス

ポ

ー

ツ

を

楽

し

も

う

！
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下
水
道
供
用
開
始

　　

山
陽
・
熊
山
地
域
で
、新
た
に

下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
区
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

供
用
開
始
年
月
日

　

四
月
一
日（
水
）

供
用
開
始
区
域

〈
山
陽
地
域
〉

　

下
市・上
市・中
島
地
区
の
一部

〈
熊
山
地
域
〉

　

可
真
上
地
区
の
一部

　

対
象
地
区
の
人
は
、速
や
か

に
下
水
道
へ
の
接
続
を
行
う
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
下
水
道
課
お
よ
び

　

熊
山
支
所
上
下
水
道
課

　

ご
存
知
で
す
か
？

　

農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業・

　

農
地
集
積
促
進
事
業

【
農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
】

交
付
対
象
者

　

農
地
の
借
り
手
の
う
ち
、市

内
在
住
者
で
、交
付
申
請
時
の

年
齢
が
お
お
む
ね
七
十
五
歳
ま

で
の
、農
業
に
意
欲
を
燃
や
し

て
い
る
認
定
農
業
者
な
ど
。

交
付
対
象
農
地

　

賃
貸
借
期
間
が
三
年
以
上

の
農
業
振
興
地
域
内
現
況
農
地

（
田・畑・樹
園
地
）

新
規
設
定・再
設
定

補
助
金
交
付
額

　

五
千
円
／
十
㌃

【
農
地
集
積
促
進
事
業
】

交
付
対
象
者

　

農
地
は
つ
ら
つ
集
積
事
業
対

象
者
へ
の
農
地
の
貸
し
手

交
付
対
象
農
地

　

賃
貸
借
期
間
が
三
年
以
上
の
、

農
業
振
興
地
域
内
現
況
農
地

（
田・畑・樹
園
地
）

新
規
設
定
の
み

　
（
再
設
定
は
交
付
対
象
外
）

補
助
金
交
付
額

　

三
千
円
／
十
㌃

交
付
対
象
外

◦
市
街
化
区
域
内
農
地
の
賃
貸

借
権
設
定
な
ど

◦
賃
貸
借
料
が
な
い
契
約（
使

用
貸
借
）

◦
同
一世
帯
員
の
間
で
の
契
約

※
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
の
は
、

賃
貸
借
契
約
の
申
請
の
年
だ

け
で
あ
り
、契
約
期
間
中
に

毎
年
交
付
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
契
約
期
間
途
中
で
解
約
す
る

な
ど
、交
付
要
件
に
違
反
す

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

補
助
金
の
返
還
を
求
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課
お
よ
び

　

各
支
所
産
業
建
設
課

　

定
額
給
付
金

　

定
額
給
付
金
の
申
請
書
類
を

四
月
上
旬
に
各
世
帯
の
世
帯
主

（
外
国
人
登
録
者
は
各
給
付
対

象
者
）へ
お
送
り
し
ま
す
。

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、必
要
書
類
を
同
封
の
う
え

返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、給
付
を
装
っ
た
振
り
込

め
詐
欺
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
企
画
課

　

寄
付
お
礼

〈
岡
山
東
農
業
協
同
組
合・全
国

　

共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
〉

◦
交
通
安
全
夜
光
タ
ス
キ
／
千
本

◦
横
断
旗
／
八
百
六
十
本

◦
横
断
旗
入
れ
／
三
十
本

〈
赤
磐
交
通
安
全
協
会
〉

◦
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
…
五
百
枚

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



　法テラスは、さまざまなトラブルでお困りの人に、解決のきっかけとなる最適な相談窓口や法制度に関する
情報を提供しています。なお、トラブルの内容に応じて、法的判断を行い、採るべき手段をアドバイスする法律
相談は行っていません。そのような相談が必要な場合には、弁護士会や司法書士会などを紹介します。

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
法
テ
ラ
ス
）

◇
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
…
☎（
０
５
７
０
）０オ

ナ

ヤ

ミ

ナ

シ

７
８
３
７
４

◇
時　

間
…
平　

日
／
午
前
九
時
～
午
後
九
時

　
　
　
　
　

土
曜
日
／
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

●法制度紹介
　少額訴訟制度をご存知ですか。この制度を使
えば簡単に裁判ができます。

　4月6日から15日までの10日間、県下一斉に
「春の交通安全県民運動」が実施されます。また、
4月10日は「交通事故死ゼロを目指す日」です。

【最重点目標】
　◦子どもと高齢者の交通事故防止

【重点目標】
　◦すべての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
　◦自転車の安全利用の推進
　◦飲酒運転の根絶
　◦交差点での正しい通行の徹底
　
　子どもの事故で最も多いのは「とび出し」です。道
路は危険と頭ではわかっていても、遊びに夢中にな
ると、ついとび出してしまいます。とび出してはいけ
ないと日ごろから繰り返し教えることが大事です。

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

21年2月中 57 10 0 0 16 47 

20年2月中 80 19 0 1 23 61 

増          減 −23 −9 ±0 −1 −7 −14 

21年2月末 148 38 0 5 43 110 

20年2月末 173 42 0 3 54 131 

増          減 −25 −4 ±0 ＋2 −11 −21 

■平成21年赤磐市交通事故発生状況（2月）
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（1）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（1）

5
（14）

26
（81）

10
（22）

10
（26）

51
（143）

東出
張所

1
（1）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

4
（6）

11
（29）

3
（5）

3
（7）

21
（47）

北出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（3）

15
（28）

5
（9）

1
（3）

21
（43）

計 1
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（2）

9
（23）

52
（138）

18
（36）

14
（36）

93
（233）

■平成21年赤磐市火災・救急発生状況（2月）

※（　）にあっては平成21年の累計を示す

　また、子どもは身近な大人の行動を見て、それを
まねすることで、いろいろなことを学んでいきます。
子どもの安全のためにも大人がお手本となるよう
交通ルールを守りましょう。
　高齢者の皆さん、夕方や夜間に外出するときは
夜光タスキなどの反射材を身につけましょう。運転
する人は、身体のさまざまな変化を認識し、高齢運
転者標識をつけ、安全運転を心がけましょう。
　ドライバーの皆さん、制限速度は必ず守りましょ
う。また、運転中に自転車に乗ったり、歩いている子
どもや高齢者を見かけたら、十分に速度を落として
安全を確かめてから進みましょう。
　交通安全は、市民一人一人が交通ルールに従っ
た思いやりのある行動をとることが大切です。この
県民運動の期間中に、市民すべての人々が、交通事
故を起こさない、また、交通事故に遭わないよう安
全な行動を心がけましょう。

「守 ろうやぁ　あ なたもわたしも　交 通ルール 」

●相談窓口紹介
　消費生活に関するご相談ですね。専門の機関･
団体を紹介します。

●民事法律扶助
　収入の乏しい人が法的トラブルにあったときに、
無料法律相談を行い、必要な場合、法律の専門家
を紹介し、裁判費用の立て替えを行う制度です。援
助にあたっては収入（資力）などの審査があります。

友達に15万円貸したけれど、
いくらお願いしても返してくれない。

訪問販売で商品を買ったけど、
高すぎたので返したい。

裁判を起こしたいけど、弁護士や
司法書士を頼むお金がない。

ト ラ ブ ル の 相 談 ・ 解 決 は 、ま ず 電 話 か ら
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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障
害
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、通
所
者
に
熱
意
を
持
っ
て
指

導・支
援
が
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。希
望
者
は
履
歴
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
給
　
与
】時
給
八
百
五
十
円（
日
額
五
千
百
円
）

【
勤
務
日
】月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

【
休
　
日
】土・日
曜
日
、祝
日
、盆
、年
末
年
始

　
（
詳
細
は
面
談
で
）

【
申
込
期
限
】四
月
十
五
日（
水
）必
着

【
面
接
日
時
】四
月
二
十
日（
月
） 

午
前
十
時
～

【
面
接
場
所
】山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

〒
７
０
９-

０
８
２
１　

赤
磐
市
河
本
七
七
八
ノ一

　

赤
磐
市
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

も
も
っ
こ
作
業
所

　

☎（
９
５
５
）０
８
５
８

このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課公聴広報係  ☎955-4770

　

赤
磐
市
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
で
は
、小
学
生

ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。友
達
と

一
緒
に
楽
し
く
汗
を
流
し
て
、心
身
共

に
鍛
え
よ
う
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
、「
晴
れ
の
国
お
か

や
ま
国
体
」で
熊
山
地
域
で
開
催
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
赤
磐
市
で
盛
ん
に
な

り
ま
し
た
。ス
テ
ィ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル
を
操

り
、ゴ
ー
ル
に
向
け
て
豪
快
に
シ
ュ
ー
ト

を
打
つ
の
は
、小
学
生
で
も
迫
力
満
点
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
を
見
た
こ
と
の
な
い
人
も
、

一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。興
味
の

あ
る
人
は
、練
習
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◆
熊
山
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
六
時
三
十
分
～

　

熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

　
（
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

◆
山
陽
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
六
時
～

　

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
赤
磐
市
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
事
務
局

　

☎
０
９
０（
９
７
３
９
）１
０
２
０

　
〈
福
井
〉

ホ
ッ
ケ
ー
を
や
ろ
う
！

ク
ラ
ブ
員
募
集

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
　
時
】

　

四
月
二
十
九
日（
水
）

　

午
前
十
一時
～
午
後
四
時

【
場
　
所
】

　

く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
内
　
容
】

　

赤
磐
市
文
化
協
会
熊
山
支
部

　

芸
能
部
門
の
発
表
会

【
発
表
グ
ル
ー
プ
】

　

日
本
琴
、尺
八
、民
踊
、桜
が
丘
民
踊
す
ず
ら

ん
会
、イ
キ
イ
キ
民
踊
ク
ラ
ブ
、日
舞
、詩
吟
、カ

ラ
オ
ケ
、剣
詩
舞
、社
交
ダ
ン
ス
、民
謡

【
入
場
料
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
山
公
民
館 

☎（
９
９
５
）１
３
６
０

赤
磐
市
文
化
協
会
熊
山
支
部

春
の
文
化
祭

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

「
も
も
っ
こ
作
業
所
」指
導
員
募
集

川
柳
く
ま
や
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ『
平
凡
』

平
凡
は
非
凡
な
人
が
あ
れ
ば
こ
そ

平
凡
で
波
風
の
な
い
話
し
出
来

若
い
頃
平
凡
に
さ
え
苛い
ら

つ
い
て

平
凡
に
二
人
で
祝
う
お
正
月

平
凡
に
気
楽
に
酔
え
る
屋
台
酒

下
の
中
を
中
の
下
よ
ね
と
老
い
二
人

つ
つ
が
な
く
生
き
て
平
凡
も
て
余
す

和
気　

主
計

小
野
　
房
子

光
山
　
悦
子

藤
森
と
し
お

長
谷
川
至
外
余

中
山
　
亮
一

沖
　
百
合
子

…………………

平
凡
な
く
ら
し
秋
刀
魚
と
性
が
合
い

平
凡
な
暮
ら
し
彩
る
友
と
酒

平
凡
な
日
々
の
暮
ら
し
に
手
を
合
わ
す

平
凡
な
暮
ら
し
を
孫
が
来
て
刺
激

マ
ン
ネ
リ
の
日
々
へ
刺
激
を
探
す
旅

朝
に
夕
に
畑
平
凡
に
生
き
る
鍬

佐
藤　

禮
子

長
舩
　
克
己

大
岩
　
歌
子

松
田
　
牧
子

小
山
ふ
じ
え

中
永
　
智
遊

………………



栄養委員の栄養委員の栄養委員の

一口メモ一口メモ一口メモ
山　陽　支　部

かぼちゃまんじゅう

　栄養委員会では「自分たちの健康は自分たちの手で」を
スローガンに減塩普及活動（減塩料理講習会や味噌汁の
塩分測定）など、健康づくりや食育推進のためさまざまな
活動をしています。
　気軽に参加でき、たくさんの人に関心をもってもらえる
よう地域での活動にも力を入れていますので、皆さんも
一緒に健康づくりの輪を広げていきましょう。

◆材料（8個分）※１個…約150　　／カルシウム ９６
　　　●かぼちゃ（皮をとったもの）…２００㌘
　　　●チーズ…40㌘　●スキムミルク…20㌘
　　　●砂糖…３０㌘
　　　●小麦粉…１５０㌘　●砂糖…40㌘
　　　●ベーキングパウダー…5㌘　●牛乳…９０㌘

◆作り方
①　あんをつくる／かぼちゃを蒸してつぶし、熱い内
　　にスキムミルクと砂糖を混ぜる。冷めたら5㍉角
　　に切ったチーズを混ぜる。
②　皮をつくる／皮の材料をあわせて、手に付かなく
　　なるくらいにこねる。
③　皮とあんをそれぞれ8等分する。
④　皮を丸くのばし、あんを包む。
⑤　蒸気のあがった蒸し器で約15分蒸す。

カルシウムたっぷり

あ
ん

皮

とても薄い 9㌫

薄い
21㌫

ふつう
63㌫

からい 5㌫
非常にからい 2㌫

味噌汁の塩分測定結果（高陽地域190件）

キロ
カロリー

ミリ
グラム

●期　間／４月１日～１４日
●時　間／午前１０時～午後９時
●主　催／城山公園さくらまつり実行委員会

★花見客大歓迎!!
　夕方からはぼんぼりの下で夜桜も楽しめます。
　市民の皆さん、おそろいでお出かけください。
　城山公園さくらまつり実施期間中の５日（日）は
城山公園まつりも同時開催！

●日　時／４月５日（日） 午前１０時～午後３時
●場　所／吉井城山公園内
●主　催／城山公園まつり実行委員会

　４月５日、赤磐市周匝の城山公園で、城山公園ま
つり実行委員会主催により第２２回城山公園まつ
りを開催します。城山公園まつりでは、郷土芸能の
披露、お楽しみ抽選会など盛りだくさんのイベント
があります。また、テント村の出店・ゲームなどもあ
ります。皆さん、ご家族連れで、桜の見ごろの城山
公園で春の一日をお楽しみください。

※５日は一般車両は上がれませんので、吉井支所駐車場
　および吉井海洋センターよりバスで送迎します。

●問い合わせ先
　吉井支所・産業建設課内
　城山公園まつり実行委員会事務局
　☎954-1319

吉井城山さくらまつり 第22回 城山公園まつり
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2月

3月

ま ち の わ だ い

光
っ
て
い
る
窓

永
瀬
清
子
朗
読
会
　

　
二
月
十
五
日（
日
）に
、第
十
三
回
朗
読
会「
永
瀬
清
子
の

詩
の
世
界
～
光
っ
て
い
る
窓
～
」が
開
か
れ
ま
し
た
。会
場
と

な
っ
た
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、約
五
百
人
の
来
場

者
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
赤
磐
市
民
に
よ
る
朗
読
・
合
唱
・
布
絵
が
会
を
飾
り
、第

七
回
永
瀬
清
子
賞
表
彰
式
で
は
、市
内
外
の
小
中
学
生

十
五
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。優
秀
賞
受
賞
者
が
受
賞
作
品

を
朗
読
し
た
際
、谷
川
俊
太
郎
さ
ん
と
山
根
基
世
さ
ん
か
ら

講
評
を
い
た
だ
き
、受
賞
者
か
ら
も
質
問
が
あ
り
、会
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
谷
川
さ
ん
と
山
根
さ
ん
の
対
談
で
は
、好
本
惠
さ
ん
を
コ

ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
に
交
え
、幼
年
期
の
読
書
体
験
を
テ
ー
マ
に

詩
や
言
葉
の
話
題
が
広
が
り
、最
後
に
谷
川
さ
ん
と
山
根
さ

ん
が
選
ん
だ
永
瀬
清
子
の
詩
を
朗
読
し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
心
に
あ
る「
光
っ
て
い
る
窓
」の
こ
と

を
思
い
起
こ
す
会
に
な
り
ま
し
た
。

県警察音楽隊がやってきた

　2月27日（金）に熊山武道館で、3月6日
（金）には高月公民館で岡山県警察音楽
隊を迎え、近くの幼稚園児や保護者参加の
下、音楽鑑賞会が開かれました。
　演奏の前に、音楽隊の隊長によるトロン
ボーンやホルンなどの楽器紹介にあわせて、
隊員たちが音色を順に披露。「いぬのおまわ
りさん」や「ぞうさん」などの童謡メドレーや
アニメの主題歌を一緒に楽しく歌いました。
　熊山武道館では音楽隊が移動して隊形
を変えながら演奏するドリル演奏や「カラー
ガード」とよばれる女性隊員による大きな旗
などを使った華やかな演技が披露され、園
児たちも手をたたいたり体をゆらしたりして
夢中で見入っていました。

◀
軽
快
な
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
演
技

　
（
い
わ
な
し
幼
稚
園
）

◀
ア
ニ
メ
主
題
歌
演
奏
で
は
園
児
た
ち
み
ん
な
で

　
歌
い
ま
し
た（
高
陽・西
山・高
月
幼
稚
園
）

▼多くの詩を味わいました
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新
た
に
県
指
定

　
　
　
重
要
文
化
財
に
指
定宗

形
神
社
鳥
居
　

　
三
月
十
日（
火
）、岡
山
県
文
化
財
保
護
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
き
、宗
形
神
社
鳥
居（
是
里
）が
新
た
に

県
重
要
文
化
財（
建
造
物
）の
指
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
鳥
居
は
凝
灰
岩
製
の
明
神
鳥
居
で
、高
さ

三
・
七
㍍
を
は
か
り
ま
す
。額
束
の
裏
面
に「
享
徳
二
年

（
一
四
五
三
年
）癸
酉
八
月
建
立
」の
銘
文
が
あ
り
、年

紀
の
あ
る
鳥
居
で
は
、県
内
で
三
番
目
に
古
い
も
の
で

す
。ま
た
、建
立
当
時
の
状
態
を
非
常
に
よ
く
残
し
て

お
り
、貴
重
な
鳥
居
で
す
。

　
今
回
の
指
定
に
よ
り
、市
内
の
県
指
定
重
要
文
化

財
は
八
件
と
な
り
ま
し
た
。

桃
の
花
で
岡
山
の
桃
を
ア
ピ
ー
ル

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
　

　
二
月
二
十
五
日（
水
）、西
中
の
温
室
で
、温
室
加
温

し
早
咲
き
さ
せ
た
桃
の
枝
三
千
本
を
出
荷
し
、桃
の

Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
し
た
。

　
市
の
若
手
農
家
で
つ
く
る「
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
協

議
会
」の
会
員
が
、桃
の
花
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
始
め
た
備

前
県
民
局
か
ら
依
頼
を
受
け
、一
月
下
旬
か
ら
二
月
上

旬
に
せ
ん
定
し
た
白
鳳
や
黄
金
桃
の
枝
を
集
め
、釣

井
紀
昌
会
長
の
温
室
で
加
温
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
十
人
の
会
員
が
、つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ
び
始
め

た
桃
の
枝
を
切
り
そ
ろ
え
、備
前
県
民
局
に
届
け
ま

し
た
。県
民
局
で
は
、全
国
の
デ
パ
ー
ト
や
県
内
外
の

ひ
な
祭
り
に
出
荷
し
、美
し
い
桃
の
花
と
お
い
し
い
岡

山
の
桃
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

▲宗形神社鳥居

▲枝を切りそろえ、丁寧に新聞紙で包む会員

和
太
鼓
で
防
火
を
呼
び
か
けと

よ
た
保
育
園
　

　
三
月
五
日（
木
）、赤
磐
消
防
本
部
が
、豊
田
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
春
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
防

火
イ
ベン
ト
を
開
催
。

　
最
初
に
、火
の
用
心
の
法
被
と
鉢
巻
き
を
身
に
付
け

た
園
児
た
ち
が「
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」な
ど
と
大
き
な

声
で
約
束
。次
に
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
太
鼓
を
た
た
き「
と

よ
た
流
星
太
鼓
」を
披
露
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、拍
子
木
を
持
っ
た
消
防
署
員
も
参
加
し
て

「
火
の
用
心
の
う
た
」の
リ
ズ
ム
を
刻
み
、防
火
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。参
加
者
は「
火
事
に
は
気
を
つ
け
た
い
」

と
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

▲元気いっぱいに演奏を披露
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◀
楽
し
い
劇
で
人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た

100歳おめでとう
小玉登茂子さん（山陽2丁目）　

　3月2日（月）、篠田副市長らがこの日100歳を迎
えられた小玉登茂子さんを、息子の襄さんと暮ら
す自宅へお尋ねしました。
　小玉さんには市と県から記念品が贈られ、副市
長が花束を渡すと、「ありがとうございます」と、何
度もお礼を言い笑顔で受け取られていました。
　石川県出身の小玉さんは10歳のとき、親ととも
に旅順に渡り、女学校を卒業後結婚しましたが夫
と死別。終戦後襄さんとともに帰国し、四国や広
島に住み、35年前現住所に転入しました。
　現在も足腰が丈夫で入れ歯は一本もないそう
です。100歳を向かえた現在も体を動かすことをい
とわず、自分のことはできるだけ自分でするという
生活が長生きの秘けつのようです。

楽しい劇を通じて、
人権についてに考えよう

赤磐市ふれあい人形劇　

　2月21日（土）、28日（土）、市内4会場で、赤
磐市ふれあい人権劇が開かれました。
　会場には、小さい子どもからお年寄りまで、多
くの人が訪れ、人形劇団「ぐー・ちょき・ぱ」と劇
団「おひさま」の創作劇に見入っていました。
　「ぐー・ちょき・ぱ」は、体の大きさや外見の違
う魚を仲間はずれにするストーリーの「にじい
ろのさかなと仲間たち」を上演。また、「おひさ
ま」は、現れては消える美しい娘が、村人たちと
ふれあうストーリーの「桃咲く里の物語」を上演。
いじめをしないことや仲間の大切さ、そして助
け合いの気持ちなどを、小さい子どもにも分か
りやすい内容で伝えました。

▲うれしそうに「お慶び状」を受け取る小玉さん

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露

桜
が
丘
高
齢
者
文
化
交
流
発
表
会
　

　
三
月
八
日（
日
）、桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ

ン
タ
ー
で「
桜
が
丘
高
齢
者
文
化
交
流
発
表

会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
会
は
、桜
が
丘
西
・
東
の
両
地
域

に
住
む
高
齢
者
が
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と
、

平
成
十
六
年
か
ら
毎
年
開
い
て
お
り
今
年
で
六

回
目
。こ
の
日
、三
十
七
個
人
・
団
体
が
出
演
し
、

カ
ラ
オ
ケ
や
日
本
舞
踊
、詩
吟
、寸
劇
な
ど
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
い
き
い
き
と
披
露
し
ま

し
た
。

▲色鮮やかな衣装に身を包み、ゆったりと優雅にフラダンスを披露
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▼
早
い
も
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
「
広
報
あ
か
い
わ
」
が
新

市
誕
生
か
ら
四
十
九
号
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。次
は
記
念
す
べ
き
、五
十

号
の
発
行
で
す
。広
報
の
仕
事
は
毎
月

締
め
切
り
が
あ
る
か
ら
か
、こ
の
四
年

間
が
早
く
過
ぎ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届

く
こ
ろ
に
は
、春
の
花
も
咲
き
、卒
業

と
入
学
、別
れ
と
出
会
い
の
季
節
を
迎

え
て
い
ま
す
。（
テ
ィ
）

▼
気
候
は
も
う
春
。春
と
い
え
ば
桜
が

咲
く
季
節
で
あ
り
、職
場
や
学
校
に
新

し
い
顔
が
加
わ
る
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。慣
れ
な
い
環
境
に
早
く
順
応
し
よ

う
と
頑
張
る
新
人
の
姿
が
初
々
し
く

て
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
。期
待
と
不
安

の
新
生
活
。新
し
い
環
境
と
出
会
い
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
上
で

き
っ
と
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
え
む
）

編

集

後

記

協働による地域福祉づくり講演会
悪質商法の被害防止　

　
　3月4日（水）、くまやまふれあいセンターで熊山公民
館と熊山支所健康福祉課の共催により、高齢者学級・
協働による地域福祉づくり講演会が開かれました。
　講演会には、老人クラブ員をはじめ、地域の福祉の
推進に携わっている民生委員児童委員・愛育委員・
栄養委員などを含む地域住民100人が出席。
　悪質商法の被害例をわかりやすく紹介したビデオを
みた後、岡山県消費生活センターの前田啓子消費生
活相談員から、点検商法の手口や架空請求詐欺など
の悪質商法の実情と、被害を防ぐ心がまえについて講
話がありました。
　被害防止のキーワードは、「気を付けて、甘い誘惑と
優しい言葉」といった話が出ると、出席者からは「なる
ほど」といったささやきが起こっていました。
　出席者の一人は、「断る勇気と、『老後の金を渡さな
い』という強い気持ちを持って生活したい。」と話してい
ました。

賢い消費者になるために！
くらしを考える消費者のつどい　

　
　2月26日（木）、中央公民館で赤磐市消費生
活問題研究協議会主催による「生活（くらし）
を考える消費者のつどい」が開かれました。
　いつまでも健康に過ごすために、食を通じた
生活習慣病の予防や食の安全についてなど
の講演が行われました。
　その後、還付金詐欺の手口を詳しく演じるこ
とで被害を防ごうと、山陽班が寸劇を上演。講
座室ではリフォーム品の展示があり、参加者は
興味深く見ていました。
　参加者に行ったアンケートでは、振り込め詐
欺の被害に遭った、もしくは遭いそうになった
ことがあると答えた人が8人（アンケート回答
者中12㌫）いました。少しでもおかしいと感じた
ら、行動に移す前に相談しましょう。

▲「振り込め詐欺に注意して！」と呼びかけました

▲悪質商法の被害防止のための心がまえについて講話がありました
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■
山
陽
本
線
熊
山
駅
陸
橋

　（
赤
磐
市
千
躰
）

　
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
の
熊
山
駅
は
、

赤
磐
市
唯
一
の
駅
で
あ
り
、市
の

玄
関
口
の
一つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。一

日
平
均
の
乗
客
数
は
、平
成
十
九

年
度
実
績
で
千
四
百
四
十
九
人
で

し
た
。

　
山
陽
本
線
の
前
身
で
あ
る

山
陽
鉄
道
は
、
明
治
二
十
四

（
一
八
九
一
）年
三
月
十
八
日
に
神

戸
駅
―
岡
山
駅
間
を
開
業
し
ま

し
た
。熊
山
駅
は
こ
の
開
業
か
ら

や
や
遅
れ
た
、昭
和
五（
一
九
三
〇
）

年
八
月
十
一
日
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　
改
札
口
が
あ
る
駅
舎
は
姫
路

行
き
の
ホ
ー
ム
側
に
あ
り
、岡
山

方
面
行
き
の
ホ
ー
ム
へ
は
陸
橋
を

渡
っ
て
移
動
し
ま
す
。こ
の
陸
橋

は
、明
治
四
十
五（
一
九
一
二
）年
に

瀬
戸
駅
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の

を
、昭
和
三
十
五（
一
九
六
〇
）年

に
な
っ
て
熊
山
駅
へ
移
し
た
も
の

で
す
。

　
造
ら
れ
た
年
代
を
物
語
る
よ

う
に
、陸
橋
の
階
段
登
り
口
の
両

脇
に
建
っ
て
い
る
柱
に
は
、『
鐡
道

院
／
明
治
四
十
五
年
　
横
河
橋

梁
製
作
所
』の
銘
が
み
え
ま
す
。

　
改
め
て
、陸
橋
を
な
が
め
る
と
、

合
計
十
二
本
の
鋳
鉄
製
の
柱
は
す

べ
て
角
柱
で
、そ
の
上
に
は
西
洋

古
典
様
式
を
採
用
し
た
先
細
の

円
柱
を
の
せ
て
お
り
、な
か
な
か

の
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
橋
げ
た
は
柱
の
上
に
山
形
の

鋼
材
を
大
型
の
鋲
で
留
め
、柱
の

引
張
材
と
な
る
よ
う
な
方
向
に

斜
材
を
組
ん
だ
左
右
対
称
の
形

状
と
な
っ
て
い
ま
す
。屋
根
は
ス
レ

ー
ト
ぶ
き
、腰
壁
は
竪
羽
目
板
張

り
で
、全
体
は
美
し
い
オ
フ
ホ
ワ
イ

ト
で
塗
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
製
作
当
初
の
気

品
の
あ
る
姿
を
よ
く
保
ち
な
が
ら
、

し
か
も
現
役
で
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、た
い
へ
ん
貴
重
な
鉄

道
施
設
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
幕
末
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

終
了
時
に
か
け
て
、日
本
が
近
代

化
し
て
い
く
際
に
、西
洋
か
ら
伝

え
ら
れ
た
技
術
や
手
法
を
用
い

て
建
造
さ
れ
た
建
築
物
を「
近
代

化
遺
産
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
し

て
、こ
の
陸
橋
に
つ
い
て
は
、平
成

二
十
一（
二
〇
〇
九
）年
二
月
六
日

に
経
済
産
業
省
か
ら「
近
代
化
産

業
遺
産
」の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
日
本
の
発
展
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
う
し
た
建
築
物
に

対
し
、多
く
の
人
が
深
く
興
味
や

関
心
を
持
っ
て
、評
価
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

　
な
お
、陸
橋
の
見
学
に
は
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
、鉄
道
運
行
の
支
障

と
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
今
月
号
よ
り
題
名
を「
ふ
る
さ

と
探
訪
」と
改
め
、市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
取
り
上

げ
て
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
も
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
）

▲今年で満97歳を迎える熊山駅陸橋 ▲階段登り口の柱材
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■市役所本庁 （☎代表9５５-１１１１／赤磐市下市344）
部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容

総　
　

務　
　

部

秘書課
秘書係

９５５-４７７０
秘書業務、儀式・交際、ほう賞・表彰

公聴広報係 広報紙、市ホームページ、市勢要覧、ガイドブック、公聴

総務課

総務係
９５５-４７８２

危機管理の総合調整、職員人事・給与、職員研修
文書法制係

（選挙管理委員会）
市議会の召集、選挙、情報公開、個人情報保護、条例・規則
の制定と改廃

桜が丘出張所 995-０１９１
（桜が丘東5-5-391） 市税の証明、住民票・戸籍等の各種証明、公共料金の収納

管財課
管財係

９５５-１５３９
公有財産管理、庁舎管理、物品管理

監理係 指名願の受付、入札

企
画
財
政
部

企画課
企画係 ９５５-２６９２ 総合計画、地方分権、国際交流、土地利用計画、統計調査、

公共交通、市民バス
情報政策係 ９５５-２６９４ 地域情報化・電子自治体の推進、難視聴対策

行政改革推進室 955-１７４５ 行財政改革の推進、行政評価

財政課 ９５５-２６９３ 予算編成、地方交付税、市債などの資金計画、決算統計、
基金管理

税務課
市民税係 ９５５-０９５１ 市民税・軽自動車税・国民健康保険税等の賦課、原動機付

自転車の標識交付
資産税係 ９５５-０９５２ 固定資産税の賦課、公簿の閲覧（地籍図・名寄帳）
収税係 ９５５-０９５０ 税金の徴収、督促・滞納整理、納付相談、各種税証明

市
民
生
活
部

市民課

市民係 ９５５-１１１２ 住民票、戸籍、印鑑登録、外国人登録、各種証明、埋火葬許
可、パスポート申請・交付

国保年金係 ９５５-１１１３ 国民健康保険、国民年金、老人医療、後期高齢者医療
人権・男女共同参画係 ９５５-１１１４ 人権啓発、人権擁護、男女共同参画の推進

協働推進室 ９５５-４７８３ 協働、ボランティア、ＮＰＯ、自治組織、交通安全、防犯

環境課
環境保全係

９５５-５３４７
環境基本計画、公害防止、不法投棄、浄化槽、犬の登録、斎
場、墓地、し尿処理

環境衛生係 清掃センター、ごみ処理対策、ごみの収集・処理

保
健
福
祉
部

健康増進課（山陽保健センター内） ９５５-１１１７ 健康づくり、感染症予防、栄養改善、老人・母子保健、乳幼
児等医療、献血

介護保険課

介護保険係

９５５-１１１６

介護保険給付、介護保険料の賦課・徴収、地域密着型サー
ビス事業者の指導・認定

介護認定係 介護認定審査会、介護認定調査・審査

地域包括支援センター 高齢者の総合相談、介護予防事業、介護予防支援事業所
の管理運営

社会福祉課
 （社会福祉事務所）

社会福祉係
９５５-１１１５

民生・児童委員、高齢者・障害者福祉、精神保健、障害者自
立支援

子育て支援係 児童福祉、保育園、母子福祉、次世代育成支援
生活支援係 ９５５-０９７１ 生活保護、生活相談

産
業
建
設
部

産業振興課
農林振興係

（農業委員会） ９５５-６１７４ 農業委員会、農業共済、農林業の振興、有害鳥獣の捕獲・
狩猟

商工観光係 ９５５-６１７５ 商工業・観光の振興、観光施設、企業誘致

建設課

管理係 ９５５-１４８５ 土木公共工作物維持管理、用地買収、国土調査、市営住宅

工務係 ９５５-１４８６ 道路・農道・河川等の新設・改良・維持、災害復旧、交通安全
施設、土地改良事業、ほ場整備

都市計画係 ９５５-１４８７ 都市計画、建築確認、都市公園

暮 ら し の ダ イ ヤ ル
保 存 版

― 市 役 所 の 電 話・仕 事 、公 共 施 設 案 内 ―
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■市役所本庁 （☎代表9５５-１１１１／赤磐市下市344）
部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容

上
下
水
道
部

水道課
管理係 ９５５-２７４３ 水道事業の基本計画、水道料金、水道開栓・閉栓

工務係 ９５５-２７４４ 水道施設の維持管理、給水工事、水質検査、指定給水装置
工事事業者許認可

下水道課
管理係

９５５-２９４２
下水道使用料、下水道排水設備指定工事店の登録

工務係 下水道の調査・計画、下水道整備、排水設備の審査・検査、
下水道施設の維持管理

会計課 ９５５-２９５３ 公共料金出納、現金・有価証券の出納・保管、決算

議会事務局
議事係

９５５-２９4５
議会本会議、委員会、調査、請願・陳情

庶務係 議会一般庶務、会議録の調整・保管、議会広報
監査事務局 ９５５-1014 監査

■赤坂支所 （☎代表957-2222／赤磐市町苅田516）
部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容

赤　
　

坂　
　

支　
　

所

市民生活課

総務係 ９５７-２２２６ 消防・防災、情報公開、入札、選挙、市税の証明、公共料金の徴収、市
民バス

市民係 ９５７-４８２１
住民票、戸籍、印鑑登録、各種証明、埋火葬許可、自治組織、交通安全
啓発、防犯、パスポート申請、後期高齢者医療、老人医療、国民年金、
国民健康保険

環境係 ９５７-４８２３ リサイクル推進、不法投棄、浄化槽、し尿処理、公害防止、犬の登録

健康福祉課
保健係

９５７-４８２２
健康づくり、老人保健事業、予防接種、保健衛生、母子保健

福祉係（地域包括支援
センター赤坂分室） 児童・老人・障害者・母子・父子福祉、民生・児童委員、介護予防、保育園

産業建設課
産業振興係

９５７-４８２４
農業委員会、農業共済、農業生産振興、畜産、緑化、商工観光

建設係 土木、市営住宅、道路等の新設・改良・維持、災害復旧、ほ場整備、土
地改良事業

上下水道課 ９５７-４８２６ 水道料金、水道開栓・閉栓、水道施設の維持管理、給水工事、水質検
査

■熊山支所 （☎代表995-1211／赤磐市松木623）
部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容

熊　
　

山　
　

支　
　

所

市民生活課

総務係 995- １２１１ 消防・防災、情報公開、入札、選挙、市税の証明、公共料金の徴収、市
民バス

市民係
995- １２１４

住民票、戸籍、印鑑登録、各種証明、埋火葬許可、自治組織、交通安全
啓発、防犯、パスポート申請、後期高齢者医療、老人医療、国民年金、
国民健康保険

環境係 リサイクル推進、不法投棄、浄化槽、し尿処理、公害防止、犬の登録

健康福祉課
保健係

995-１２９３
健康づくり、老人保健事業、予防接種、保健衛生、母子保健

福祉係（地域包括支援
センター熊山分室） 児童・老人・障害者・母子・父子福祉、民生・児童委員、介護予防、保育園

産業建設課
産業振興係

995-１２１７
農業委員会、農業共済、農業生産振興、畜産、緑化、商工観光

建設係 土木、市営住宅、道路等の新設・改良・維持、災害復旧、ほ場整備、土
地改良事業

上下水道課 995-１２９８ 水道料金、水道開栓・閉栓、水道施設の維持管理、給水工事、水質検
査、下水道使用料、下水道施設の維持管理

■吉井支所 （☎代表954-1111／赤磐市周匝136）
部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容

吉　

井　

支　

所

市民生活課

総務係 ９５４-１１１１ 消防・防災、情報公開、入札、選挙、市税の証明、公共料金の徴収、市民バス

市民係
９５４-１１８３

住民票、戸籍、印鑑登録、各種証明、埋火葬許可、自治組織、交通安全
啓発、防犯、パスポート申請、後期高齢者医療、老人医療、国民年金、
国民健康保険

環境係 リサイクル推進、不法投棄、浄化槽、し尿処理、公害防止、犬の登録
仁堀出張所

（仁堀中1684-1） ９５８-２１０１ 市税の証明、住民票・戸籍等の各種証明、公共料金の収納、埋火葬許
可



保存版・暮らしのダイヤル3

部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容

吉　

井　

支　

所

健康福祉課

保健係 ９５４-１３７４
（地域包括支

援センター 
９５４-１１１２）

健康づくり、老人保健事業、予防接種、保健衛生、母子保健

福祉係（地域包括支援
センター吉井分室） 児童・老人・障害者・母子・父子福祉、民生・児童委員、介護予防、保育園

産業建設課
産業振興係 ９５4-1319 農業委員会、農業共済、農業生産振興、畜産、緑化、商工観光

建設係 ９５4-1366 土木、市営住宅、道路等の新設・改良・維持、災害復旧、ほ場整備、土
地改良事業

上下水道課 ９５４-１１１５ 水道料金、水道開栓・閉栓、水道施設の維持管理、給水工事、水質検
査、下水道使用料、下水道施設の維持管理

■教育委員会 （赤磐市下市337）
部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容

教　

育　

委　

員　

会

教育総務課
総務係

９５５-６８０７
教育委員会議、教職員給与、授業料・保育料、学校物品

施設管理係 学校施設整備・維持管理、教育財産

学校教育課
学校教育係

９５５-０９７２
教職員人事、教育課程編成、学習・生徒指導、人権教育、保健安全・
就学・適応指導

教育振興係 学校管理運営、就学・就園、学校保健、学校安全、スクールバス

社会教育課
生涯学習係 ９５５-０７８３ 社会教育行政の企画、生涯学習、家庭教育、青少年健全育成、文化

芸術振興
人権教育係 ９５５-０７38 人権教育、人権教育関係事業の企画・運営、教育集会所
文化財係 ９５５-０７１０ 文化財保護・活用、発掘調査、文化財指定・解除

スポーツ振興課
（山陽ふれあい公園内）

企画推進係
９５５-４４３２

生涯スポーツ振興、社会体育団体育成、スポーツイベント
施設管理係 体育施設管理

■病院・診療所
部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容

市
立
病
院

赤磐市民病院
（赤磐市松木633-1） 995-１２５１ 医療業務・一般病床５０床、診療科目：内科、外科、リハビリ科

（整形外科、泌尿器科、循環器科は非常勤）、訪問看護部		
国民健康保険佐伯北診療所

（赤磐市塩木14） 954-2032 診療科目：内科、耳鼻咽喉科

国民健康保険是里診療所
（赤磐市是里3121） 954-0183 診療科目：内科

■消防本部・消防署 （☎代表955-2244／赤磐市上市108-1）
部　　署　　名 電話番号 主　な　業　務　内　容

消
防
本
部

消防総務課
総務係

955-2245
職員人事・給与、職員研修、公務災害補償

消防団係 消防団員の任免・服務、表彰、訓練、団員、公務災害補償、消防機械器具の
管理

予防課
予防係

955-2246
建築確認申請、消防用設備等の指導・検査、予防査察、防火管理、自主防
災組織の育成

危険物係 危険物施設の許認可・検査、予防査察、危険物事故調査

警防課
警防係

955-2254
火災現場の指揮統制・消防活動、消防水利施設等の指導

救急係 救急活動・訓練、救急統計、救急救命士養成

通信指令室
通信指令第1係

955-2244 １１９受信、出動指令、非番召集、消防通信統計、災害情報の収集
通信指令第2係

消　

防　

署

消防署

庶務係

955-2287 火災・救急・救助活動その他災害の防御活動、火災の原因調査
予防係
消防係
救急係

北出張所（赤磐
市稲蒔374-1）

業務第１係
954-0760 火災の原因調査、消防・救急活動、火災とまぎらわしい煙等届出の受理

業務第２係
東出張所（赤磐
市沢原157）

業務第１係
995-０９８７ 火災の原因調査、消防・救急活動、火災とまぎらわしい煙等届出の受理

業務第２係
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■赤磐市役所フロアガイド

▲３F ▲2F ▲1F
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■赤磐市の庁舎等の案内図

▲赤坂支所 ▲熊山支所 ▲吉井支所

▼赤磐市役所本庁
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■そのほかの主な公共施設
区　　分 名　　　　　　　　　称 所　在　地 電話番号

公民館

中央公民館 下市337 955-0069

赤坂公民館 町苅田507 957-2211

熊山公民館 松木623 995-1360

吉井公民館（吉井会館内） 周匝136-1 954-1379

高月公民館 穂崎848-1 086-229-9777

西山公民館 西中220-1 955-0777

山陽公民館 山陽1-10 955-9777

笹岡公民館 坂辺9 957-2214

図書館

中央図書館 下市325-1 955-0076

赤坂図書館 町苅田507 957-2212

熊山図書館 松木621-1 995-1273

吉井図書館（ライフプラザ吉井内） 周匝142 954-9200

保健センター

山陽保健センター 下市337-1 955-1117

赤坂健康管理センター 町苅田514-1 957-4828

国民健康保険熊山保健福祉総合センター 松木636-1 995-1293

吉井保健センター 周匝136-1 954-1111

ディサービス
センターなど

山陽デイサービスセンター 河本778-1 955-8811

山陽ホームヘルプステーション 河本778-1 955-8811

春の家デイサービスセンター 町苅田517-1 957-4837

春の家ホームヘルプステーション 町苅田517-1 957-4836

デイサービスセンターほほえみ 松木636-1 995-2276

ほほえみホームヘルプステーション 松木636-1 995-2276

あかまつ荘（デイサービスセンター） 塩木１１ 954-0077

育成センター
青少年育成センター 下市337 955-8080

子どもセンター 下市337 955-8080

児童館・子育て
支援施設

山陽児童館（子育て支援センター） 和田12-2 086-229-3949

あすなろ子育て支援センター 桜が丘西3-14-19 955-5665

子育て支援センター「チャルラル」 町苅田514-1 955-5031

桜が丘子育て支援センター 桜が丘東6-6-704 995-0104

吉井子育て支援センター 周匝1549 954-0721

文化交流施設

桜が丘いきいき交流センター 桜が丘東5-5-391 995-9321

くまやまふれあいセンター 松木621-1 995-2215

吉井会館 周匝136-1 954-1111

ライフプラザ吉井 周匝１４２ 954-9200

浄化センター

山陽浄化センター 立川373-1 956-1425

桜が丘東浄化センター 桜が丘東3-3-641 995-1205

吉井浄化センター 稲蒔417-1 954-2647

清掃センター

山陽清掃センター 鴨前914-1 955-0737

山陽桜が丘清掃センター 中島357-1 955-1560

赤坂環境センター 多賀2546-6 957-2415
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■そのほかの主な公共施設
区　　分 名　　　　　　　　称 所　在　地 電話番号

保育園

石相保育園 町苅田27 957-2026
軽部保育園 今井117 957-2002
笹岡保育園 坂辺99 957-2721
周匝保育園 周匝1549 954-1133
黒本保育園 黒本2179-1 954-0826
佐伯北保育園 塩木6-1 954-2181
仁美保育園 仁堀中855 958-2255

幼稚園

高陽幼稚園 高屋434 955-0309
西山幼稚園 西中229 955-0002
山陽西幼稚園 山陽3-10 955-8787
ひかり幼稚園 桜が丘西3-30 955-3811
山陽北幼稚園 桜が丘西9-13-1 955-8155
いわなし幼稚園 沢原357 995-0551
桜が丘幼稚園 桜が丘東6-6-692 995-1275

小学校

山陽小学校 上市123 955-0049
山陽西小学校 山陽3-1 955-2002
山陽東小学校 桜が丘西3-30 955-1911
山陽北小学校 桜が丘西8-23 955-2858
石相小学校 町苅田64 957-3026
軽部小学校 今井100 957-3002
笹岡小学校 惣分7 957-2621
豊田小学校 松木569 995-0015
磐梨小学校 沢原55-1 995-0031
桜が丘小学校 桜が丘東6-6-693 995-0035
城南小学校 黒本129 954-0700
仁美小学校 仁堀中888 958-2115

中学校

高陽中学校 上市51 955-0004
桜が丘中学校 桜が丘西5-12 955-3211
赤坂中学校 町苅田425-1 957-3014
磐梨中学校 沢原149 995-0004
吉井中学校 周匝161 954-0204

主な観光・
研修施設

山陽観光案内所 馬屋561-1 086-229-1101
赤坂都市農村交流クラブ（お笑い赤坂亭） 惣分256 957-4722
赤坂適塾 由津里668 957-4824
是里ロッジ（是里バーベキューハウス） 是里3121-1 954-1319
リゾートハウスこれさと 是里3121-1 954-1319
是里ワイナリー 仁堀中1356-1 958-2888
吉井特産館 福田500 954-1955
是里ワイン記念館 是里3221-1 954-2480
布都美林間学校 小鎌1868-1 958-2565
リピート吉井 仁堀中2043 958-2311
吉井竜天オートキャンプ場 中勢実2682 958-2155

資料館等

山陽郷土資料館 下市337 955-0710
吉井郷土資料館 周匝136 954-1379
熊山遺跡管理棟 奥吉原1521 0869-66-6310
永瀬清子展示室 松木621-1 995-2215
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■そのほかの主な公共施設
区　　分 名　　　　　　　　　称 所　在　地 電話番号（管理部署・連絡先）

体育館など

赤坂体育センター 町苅田492 957-2211
（教育委員会赤坂分室）

熊山武道館 沢原356-1 995-1360
（教育委員会熊山分室）

吉井武道館 周匝136-1 954-1379
（教育委員会吉井分室）

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 草生１ 954-2323
（吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター）

グラウンド・
野球場など

桜が丘野球場 桜が丘西9-27 955-4432
（スポーツ振興課）

熊山運動公園野球場 沢原41-1 995-1360
（教育委員会熊山分室）

西山グラウンド 西中215 955-4432
（スポーツ振興課）

吉井グラウンド 草生921-1 954-2323
（吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター）

テニスコート

桜が丘テニス場 桜が丘西9-27 955-4432
（スポーツ振興課）

赤坂運動広場テニスコート 今井67-1 957-4678
（運動広場施設管理センター）

熊山運動公園テニスコート 沢原1304-1 995-1360
（教育委員会熊山分室）

草生テニスコート 草生958-1 954-2323
（吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター）

仁堀中テニスコート 仁堀中1612 958-2101
（仁堀出張所）

広場、運動場、
公園など

桜が丘運動場 桜が丘西9-27 955-4432
（スポーツ振興課）赤磐市グラウンドゴルフ場 中島1022-3

赤坂運動広場多目的広場 今井67-1 957-4678
（運動広場施設管理センター）

熊山運動公園多目的広場 沢原57 995-1360
（教育委員会熊山分室）

草生多目的広場 草生958-10 954-2323
（吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター）

仁堀中多目的広場 仁堀中1515-1 958-2101（仁堀出張所）

山陽ふれあい公園
（体育館・テニスコート・プール・多目的広場） 正崎1368 955-4432

（スポーツ振興課）

大苅田読書公園 大苅田1106-6 957-2211
（教育委員会赤坂分室）

赤坂ファミリー公園
（テニスコート・多目的広場・野球場） 今井67-1 957-4678

（運動広場施設管理センター）

熊山英国庭園 殿谷170-1 995-9300
（熊山英国庭園）

石蓮寺森林公園 石蓮寺743 995-1217
（熊山支所産業建設課）

吉井城山公園 周匝15-6 954-1319
（吉井支所産業建設課）

竜天天文台公園 中勢実2978-3

954-1379
（教育委員会吉井分室）

958-2321
（竜天天文台公園）
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